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製品マニュアル分類製品マニュアル分類製品マニュアル分類製品マニュアル分類 
本製品を簡単にご使用いただけるように 、Gigabyte は以下のようにユーザマニ

ュアルを分類しています ：  
 

 ク ィ ッ クインス トールに関しては、製品付属の“ハードウェアインス ト

ールガイド ”を参照して ください。  
 

 製品情報および仕様に関する詳細は、 “製品ユーザマニュアル”を参照し

て ください。  
 

 Gigabyte 特有機能の詳細については、Gigabyte Web サイ ト の“Technology 
Guide”セクシ ョンにて必要な情報を参照またはダウンロード して くだ さ

い。  
 
製品の詳細に関しては、Gigabyte のウェブサイ ト www.gigabyte.com.tw にアクセス

して ください。  
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ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 
 
 

 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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第第第第 1 章章章章 ハードウェアのインストールハードウェアのインストールハードウェアのインストールハードウェアのインストール 
 
1-1 取り付け前に取り付け前に取り付け前に取り付け前に 
コンピュータを用意するコンピュータを用意するコンピュータを用意するコンピュータを用意する  
マザーボードには、静電放電(ESD)により損傷を受ける、様々な精密電子回路お

よび装置が搭載されていますので、取り付け前に、以下をよ くお読み くださ

い ：  
1. コンピュータをオフにし 、電源コードのプラグを外します。  
2. マザーボードを取り扱う際は、金属部またはコネクタに触れないで くださ

い。  
3. 電子部品(CPU、 メモリ )を取り扱う際は、静電防止用(ESD)スト ラ ップを着用

して ください。  
4. 電子部品を取り付ける前に、電子部品を静電防止パッ ドの上、または静電

シールドコンテナ内に置いてください 。  
5. マザーボードから電源コネクタのプラグを抜 く前に、電源が切断されてい

ることを確認して ください。  
 
取り付け時のご注意取り付け時のご注意取り付け時のご注意取り付け時のご注意 
1. 取り付ける前に、マザーボードに貼布されているステッカーを剥がさない

で ください。これらのステッカーは、保証の確認に必要となります。  
2. マザーボード 、またはハードウェアを取り付ける前に、必ず、マニュアル

をよ くお読みください。  
3. 製品を使用する前に、すべてのケーブルと電源コネクタが接続されている

ことを確認して ください。  
4. マザーボードへの損傷を防ぐため、ネジをマザーボード回路、またはその

機器装置に接触させないで く ださい。  
5. マザーボードの上、またはコンピュータケースの中に、ねじ或いは金属部

品を残さないようにして ください 。  
6. コンピュータを不安定な場所に置かないで ください。  
7. 取り付け中にコンピュータの電源を入れると 、システムコンポーネン トま

たは人体への損傷に繋がる恐れがあります。  
8. 取り付け手順や製品の使用に関する疑問がある場合は、公認のコンピュー

タ技師にご相談ください。  
 
保証対象外保証対象外保証対象外保証対象外 
1. 天災地変、事故又はお客様の責任により生じた破損。  
2. ユーザマニュアルに記載された注意事項に違反したことによる破損。  
3. 不適切な取り付けによる破損。  
4. 認定外コンポーネントの使用による破損。  
5. 許容パラメータを超える使用による破損。  
6. Gigabyte 製品以外の製品使用による破損。  
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1-2 特長の概略特長の概略特長の概略特長の概略 
マザーボード  GA-K8N Ultra-SLI または GA-K8N Pro-SLI または GA-K8N-SLI 
CPU  AMD Athlon™ 64/64 FX プロセッサ(K8)用 Socket 939 

2000MT/s システムバス 
3000+以上のコアクロックをサポート  

チップセッ ト  nVIDIA® nForce4 SLI チップセッ ト  
メモリ  4 DDR DIMM メモリスロッ ト (最大 4GB のメモリをサポート )(注 1) 

デュアルチャンネル DDR400/333/266/200 DIMM をサポート  
スロッ ト  2 個の PCI エキスプレス x 16 スロッ ト  

2 個の PCI エキスプレス x 1 スロット  
2 個の PCI スロッ ト  

IDE 接続 2 つの IDE 接続(UDMA 33/ATA 66/ATA 100/ATA 133)で、4 台の IDE デ

バイスに接続可能 
FDD 接続 1 つの FDD 接続で、2 台の FDD デバイスに接続可能 
オンボード SATA nVIDIA® nForce4 SLI コ ン ト ロ ー ラ の 4 SATA 3Gb/s ポー ト

(S_ATA0_SB, S_ATA1_SB, S_ATA2_SB, S_ATA3_SB) ；  
SiI3114 コン ト ロー ラの 4 SATA ポー ト (SATA0_SII, SATA1_SII, 
SATA2_SII, SATA3_SII)  

周辺装置 1 個のパラレルポートで通常/EPP/ECP モードをサポート  
1 個のシリアルポート (COMA) 
10 個の USB 2.0/1.1 ポート (後部 x 4、前部 x 6 ケーブル経由) 
3 個の IEEE1394b ポート (要ケーブル)  
1 個のフロン トオーディオコネクタ  
1 個の IR/CIR コネクタ  
1 個の PS/2 キーボードポート  
1 個の PS/2 マウスポート  

オンボード LAN オンボード Marvell 8053 チップ(10/100/1000 Mbit) (LAN1)  
オンボード VITESSE 8201 phy (10/100/1000 Mbit) (LAN2) 
2 個の RJ45 ポート  

オンボー ドオー
ディオ  

ALC850 CODEC 
Jack-Sensing サポート  
2/4/6/8 チャンネルオーディオをサポート  
ライン入力、ライン出力(フロントスピーカー出力) 、マイク 、

サラウンドスピーカー出力(リアスピーカー出力) 、センター /サ
ブウーファースピーカー出力、サイドスピーカー出力の接続を

サポート  
SPDIF 入/出力コネクタ  
CD 入力コネクタ  

 
 
 
 

(注 1) 標準 PC アーキテクチャに基づき、一定量のメモリがシステム用途に確保されます。

従って、実際のメモリサイズは規定量より少なくなります。  
例えば、4GB のメモリサイズは、システム起動時には 3.xxGB と表示されます。  

 
GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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I/O コン トロール IT8712F 
ハー ドウ ェ ア モ
ニタ  

システム電圧検出 
CPU 温度検出 
CPU/システム/パワーファン速度検出 
CPU 温度警告 
CPU ファン故障警告 
CPU スマートファンコン トロール 

オンボード SATA 
RAID 

オンボー ド nForce4 SLI チップセ ッ ト (S_ATA0_SB, S_ATA1_SB, 
S_ATA2_SB, S_ATA3_SB) 
- データのス トライピング(RAID 0)およびミラーリング(RAID 

1)さらにス トライピング+ ミ ラーリング (RAID 0+1)をサポー

ト  
- 最大 300MB/秒のデータ転送速度対応 
- ホッ トプラグ機能をサポート  
- 最大 4 つの SATA 3Gb/s 接続に対応 
オンボー ド Silicon Image SiI3114 チ ッ プ セ ッ ト  (SATA0_SII, 
SATA1_SII, SATA2_SII, SATA3_SII) 
- データのストライピング(RAID 0)、 ミ ラーリング(RAID 1) 、

ス トライピング+ミラーリング(RAID 0 + 1)及び RAID 5 をサポ

ート  
- 最大 150MB/秒のデータ転送速度対応 
- ホッ トプラグ機能をサポート  
- 最大 4 つの SATA 接続に対応 
- Win 2003/2000/XP オペレーティングシステムに対応 

BIOS ライセンス済み AWARD BIOS の使用 
デュアル BIOS /Q-Flash をサポート  

その他の機能 @BIOS をサポート  
EasyTune 5(注 2)をサポート  

オーバーク ロ ッ
ク  

BIOS によるオーバー電圧 (CPU/DDR/HT-Link/チップセ ッ ト コア
PCI-E) 
BIOS によりオーバークロック (CPU/PCI-E) 

フ ォーム フ ァ ク
ター 

ATX フォームファクタ (30.5cm x 24.4cm) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注 2) EasyTune 5 機能は各マザーボードによって異なる場合があります。  
 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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1-3 CPU とファンヒー トシンクの取り付けとファンヒー トシンクの取り付けとファンヒー トシンクの取り付けとファンヒー トシンクの取り付け 

 
注意注意注意注意 

CPU を取り付ける前に、以下の手順に従って ください ：  
1. マザーボードが CPU をサポートすることを確認して ください 。  
2. CPU の刻み目のある角に注目してくだ さい 。CPU を間違った方向に取り付け

ると 、適切に装着することが出来ません。装着できない場合は、CPU の挿入

方向を変えて ください。  
3. CPU とヒッ トシンクの間にファンヒー トシンクペーストを均等に塗布して く

ださい。  
4. CPU のオーバーヒートおよび永久的損傷が生じないように、システムを使用

する前に、ファンヒー トシンクが CPU に適切に取り付けられていることを確

認して ください。  
5. プロセッサ仕様に従い、CPU ホスト周波数を設定して ください 。周辺機器の

標準規格に適合しないため、システムバス周波数をハードウェア仕様以上に

設定しないこ とをお勧めします。仕様以上に周波数を設定する場合は、

CPU 、グラフ ィ ッ クスカード 、 メ モリ 、ハード ドライブ等を含むハードウェ

ア仕様に従って設定して ください。  
 
1-3-1 CPU の取り付けの取り付けの取り付けの取り付け 
プロセッサのピンが曲がっていないことをご確認ください ｡プロセッサの装着前に、図 1
にあるようにソケッ トレバーをロック解除位置に移動します。プロセッサを取り付ける

前に(マザーボードの面に対して 90°)。ピン 1 位置はプロセッサの銅色の三角マークの位

置とソケッ トの三角マークの位置が一致するよう図 2 のように表示されています。プロ

セッサをソケッ トに合わせ静かに置きます。プロセッサを無理にソケッ トに押し込まな

いで ください 。  
 

 
 

 
注意注意注意注意 

CPU 取り付け時には細心の注意を払って ください 。配置が正し くない場合、CPU
を取り付けることは出来ません。力任せではな く 、CPU 位置を変更して くださ

い。  

ソケッ トレバー 図 1 
レバーを 90 度角に配置します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 
金色の三角マークが CPU の角に印されています。 この角を

CPU レバーに最も近いソケッ トエッジに配置します。CPU を配

置位置に静かに押し付け、CPU ピンが穴に完全に装着されて

いることを確認します。CPU がソケッ トに装着された後、CPU
中央に指を一本押し付けながら、金属レバーを元の位置に静

かに戻して ください 。  
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1-3-2 ファンヒー トシンクの取り付けファンヒー トシンクの取り付けファンヒー トシンクの取り付けファンヒー トシンクの取り付け 

 
 

 
 
 

 

ファンヒー トシンクペーストの硬化により 、 ヒー トシンクが CPUに付着する場合

があります。付着を防止するには、 ヒー トシンクペーストの代わりにサーマルテ

ープを使用し 、熱を発散させるか、またはファンヒー トシンクを取外す際は慎重

に行って ください 。  
 
 
 

図 1 
CPU ファンヒー トシンク取り付け前に、CPU 表面にヒートシ

ンクペース トを均一に塗布します。すべてのファンヒー トシ

ンク部品を取り付けて ください (取り付け方法の詳細はファン

ヒー トシンクのマニュアルを参照して ください) 。  
 
 
 
 
図 2 
フ ァ ン ヒー ト シ ン クの電源コネク タ をマザーボー ド上の

CPU_FAN コネクタに接続し 、フ ァン ヒー トシンクを正常に動

作させ、CPU の過熱を防止します。  

注 
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1-4 メモリの取り付けメモリの取り付けメモリの取り付けメモリの取り付け 

 
注意注意注意注意 

メモリモジュールを取り付ける前に、以下の手順に従って ください：  
1. ご使用のメモリがマザーボードにサポートされているかどうかを確認して く

ださい 。同様の容量、仕様、および銘柄のメモリをご使用することをお勧め

します。  
2. ハードウェアへの損傷を防ぐため、 メモリモジュールの取り付け/取り外し前

に、コンピュータの電源を切ってくだ さい 。  
3. メモリモジュールは、きわめて簡単な挿入設計となっています。 メ モリモジ

ュールは、一方向のみに取り付けることができます。モジュールを挿入でき

ない場合は、方向を換えて挿入して ください 。  
 
 
マザーボードは、DDR メモリモジュールをサポートし 、BIOS は自動的にメモリ容量と仕
様を検出します 。 メモ リモジュールは、一方向のみに挿入するよ うに設計されていま
す。各スロッ トには異なる容量のメモリを使用できます。  
 
 

    
 
 
 

ノ ッチノ ッチノ ッチノ ッチ  

 

図 1 
DIMM ソケッ トにはノッチがあり、DIMM メモリモジュー

ルは一方向のみに挿入するようになっています。DIMM メ

モリモジュールを DIMM ソケッ ト に垂直に挿入し 、押し

下げてください。  
 
 
 
図 2 
DIMM ソケッ トの両側にあるプラスチックのクリップを閉

じて 、DIMM モジュールを固定します。  
DIMM モジュールを取り外すにはインス トールと逆の手順

で行います。  
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デュアルチャンネルメモリ構成デュアルチャンネルメモリ構成デュアルチャンネルメモリ構成デュアルチャンネルメモリ構成 
GA-K8N Ultra-SLI/GA-K8N Pro-SLI/GA-K8N-SLI は、デュアルチャンネルテクノロジをサポート

します。デュアルチャンネルテクノロジが実行されると 、 メモ リバスのバンド幅は通常

の 2 倍になります。  
 
CPU 制限により 、デュアルチャンネルテクノロジを実行する場合は、以下のデュアルチ

ャンネルメモリ構成のガイドラインに従って ください 。  
1. インス トールされている DDR メモリモジュールが 1 つのみの場合は、デュアルチ

ャンネルモードは使用することはできません。  
2. 2 つのメモリモジュール(同一ブランド 、サイズ、チップおよび速度のメモリモジ

ュールの使用を推奨)でデュアルチャンネルモードを使用する場合は、それらを

同色の DIMM ソケッ トにインス トールする必要があります。  
3. 4 つのメモリモジュールでデュアルチャネルモードを使用する場合も 、同一ブラ

ンド 、サイズ、チップおよび速度のメモリモジュールの使用をお勧めします。  
 
 
以下は、デュアルチャンネルメモリ構成のテーブルを示します ： (DS ：両面実装、SS ：片

面実装) 

 DDR 1 DDR 2 DDR 3 DDR 4 
DS/SS DS/SS X X 2 個のメモ リモジュ

ール X X DS/SS DS/SS 
4 個のメモ リモジュ

ール 
DS/SS DS/SS DS/SS DS/SS 

 

 

2 つのメモリモジュールでデュアルチャンネルモードを実行する場合は、それら

を DDR1 および DDR2 DIMM ソケットにインス トールすることをお勧めします。  
 
 

 
注意注意注意注意 

以下のメモリ設定のすべてはシステム起動不能の原因になります。 (DS ：両面実

装、SS ：片面実装) 

 
 DDR 1 DDR 2 DDR 3 DDR 4 

X DS/SS X X 1 個のメモ リモジュ

ール X X X DS/SS 
X DS/SS DS/SS X 
DS/SS X X DS/SS 

2 個のメモ リモジュ

ール 
X DS/SS X DS/SS 
DS/SS DS/SS DS/SS X 
X DS/SS DS/SS DS/SS 
DS/SS X DS/SS DS/SS 

3 個のメモ リモジュ

ール 

DS/SS DS/SS X DS/SS 
 
 

注注注注 
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1-5 拡張拡張拡張拡張カードのインス トールカードのインス トールカードのインス トールカードのインス トール 
以下の手順に従い、拡張カードを取り付けて ください ：  
1. 拡張カードのインス トールに先立ち、関連した指示説明をお読みください。  
2. コンピュータからケースカバー、固定用ネジ、スロッ トブラケッ ト を外します。  
3. マザーボードの拡張スロッ トに拡張カードを確実に差します。  
4. カードの金属接点面がスロッ トに確実に収まったことを確認して く ださい。  
5. スロッ トブラケッ トのネジを戻して、拡張カードを固定します。  
6. コンピュータのシャーシカバーを戻します。  
7. コンピュータの電源をオンにします。必要であれば BIOS セッ トアップから拡張カー

ド対象の BIOS 設定を行います。  
8. オペレーティングシステムから関連のドライバをインス トールします。  
 
PCI エキスプレス x 16 拡張カードを取り付ける ：  

 
 
 
 
 

PCI カードの装着/取り外し時には、

PCI エキスプレス x 16 スロッ ト端の

小さい白色の取り外しバーを注意深

く引いて ください 。VGA カードをオ

ンボード PCI エキスプレス x 16 スロ

ッ トにそろえ、スロッ トに確実に押

し込んで くだ さい 。ご使用になる

VGA カードが小さな白いバーによっ

てロックされたことを確認して く だ

さい 。  

注意注意注意注意 
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1-6 SLI (Scalable Link Interface)構成の設定構成の設定構成の設定構成の設定 
NVIDIA nForce4 SLI は 2 基の NVIDIA SLI-対応 PCI Express™ グラフ ィ ッ クカードをブリッジす
る能力を持ち、劇的なグラフ ィ ッ ク性能を誇ります！SLI 設計は PCI Express™バスアーキ
テクチャの拡張された帯域を利用し 、NVIDIA GPU (Graphics Processing Unit)及び NVIDIA 
nForce4 チップセッ トのハードウェア及びソフ トウ ェアによる革新を実現しています。
NVIDIA SLI テクノロジはシームレスに 2 基のグラフ ィ ックカードを並列に動作させ、負荷
をシ ェアする こ とで驚 くべき PC 性能を発揮します 。 このセクシ ョ ンでは GA-K8N 
Ultra-SLI/GA-K8N Pro-SLI/GA-K8N-SLI マザーボード上に SLI システムを構成する手順を紹介し
ます。  
 
操作の準備操作の準備操作の準備操作の準備-- 
I. GIGABYTE SLI スイッチモジュールの理解：  
一番目と二番目の PCIE x 16 スロット間に、SLI スイッチモジュ
ールが挿入された SLI スイッチモジュールソケッ トがありま
す。SLI スイッチモジュールは、上部と下部に金色のエッジコ
ネクタを備えています。一方のコネクタは SLI モード用であ
り 、他方はノーマルモード用です。  
ノーマルモード ：一番目の PCIE x 16 スロッ トのみが利用可能であり、最高 x 16 のノーマ
ルモードで動作します。SLI モード ： SLI モードでは、2 基の PCIE x 16 スロッ トが 2 種類の
モードで動作可能です。2 基の個別の x 8 スロッ ト と して使用するか、或いは 2 基の同一
モデルの SLI-対応 PCIE x 16 カード (例 ：GIGABYTE GV-NX66T128D)を挿入し、これを SLI ブリ
ッジコネクタで連結することで SLI 機能を有効にし 、強化された性能を提供します。  
モードを変更するには、スイッチモジュール上部の金色エッジコネクタをスイッチソケ
ッ トに挿入します。SLI 或いはノーマルモードでは、すべての PCIE スロッ トが利用可能な
訳ではありませんから、取り付け前に下記のテーブルを参照し、SLI 或いはノーマルモー
ドで利用可能な PCIE スロッ トを確認して ください 。  
 

 PCIE_1 PCIE_16_1 PCIE_2 PCIE_16_2 
SLI モード  利用可 利用可* 利用不可 利用可* 
ノ ーマルモー

ド  
利用可 利用可 利用可 利用不可 

“*” は最大 PCIE x 8 モードで動作可能。  
 

 
注意注意注意注意 

1. 利用不可の PCIE スロッ トにデバイスをインス トールすると 、システムを損傷
する恐れがあります。  

2. SLI スイッチモジュールをマザーボードから取り除 く こ とはお勧めしませ
ん。取り除いた場合、PCIE_16_1 スロッ ト以外のすべての PCIE スロッ トは利
用できな くなり 、 このスロッ ト も PCIE x 8 スロッ ト と してしか使用できませ
ん。  

II. 電源要求 ：  
確実のパワー要求はお手持ちのオーバーオールシステム設定に依存します。システムに

安定と十分な電源を提供できるパワーサプライと二つの SLI グラフィ ッ クカードが必要で

す。以下の表を参照し、それぞれのシステムにお勧めのパワーを確認して ください。  

 

SLI モード  

ノーマルモード  

システム設定 システム A システム B 
プロセッサ  AMD Athlon 64 FX-53 AMD Athlon 64 4000+ 
PCIE x 16 ビデオカード  2 NVIDIA 6800 ultra カード  2 NVIDIA 6600 GT カード  
DDR メモリモジュール 4 DIMMs 2 DIMMs 
ハードドライブ /光学ドライブ  4 ハードドライブ  + 2 光学ドライブ  1 ハードドライブ  + 1 光学ドライブ  

拡張カード  PCIE x 1 カード (x1)+ PCI カード (x2) 0 
USB デバイス  10 4 
IEEE 1394 デバイス  1 0 
12V 電流必要電流必要電流必要電流必要 25A 以上以上以上以上 20A 以上以上以上以上 
電源装置要求電源装置要求電源装置要求電源装置要求 500W 以上以上以上以上 350W 以上以上以上以上 
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III. 対応 OS ：  
NVIDIA SLI 技術は今 Windows XP のみ対応します。  
 
SLI モードの有効化モードの有効化モードの有効化モードの有効化-- 
以下手順に従い、SLI モードを有効にします。工場出荷時の状態では、スイッチモジュー

ルがノーマルモードの方向でスロッ トに挿入されていることに注意して ください 。シス

テムで SLI モードを有効にするには、スイッチモジュールをソケットから取り外し 、SLI
モードの方向で挿入します。  
 
ステップ 1 ：  ソケッ トの保持クリ ップを静かに広げ、モ

ジュールをソケッ トから外せるようにしま

す。モジュールの端を持ち上げ、 ソケッ ト

から取り外します。  
 
 

ステップ 2 ：  モジュールの SLI モード側をソケッ トに対し

25 度角で配置します。モジュールの上部エ

ッジにある小さなノ ッチをソケッ トの鍵に

揃えます。  
 
 

ステップ 3 ：  モジュールの上部エッジをソケッ トに挿入

します 。金色のエッジコネクタが完全に挿

入されたことを確認します。  
 
 
 

ステップ 4 ：  モジュールの両端がソケッ ト ク リ ップによ

り し っかり固定されるまで静かに押し下げ

ます。 (モジュールが取り付けられた時点で、

“カチッ ”と音がするはずです。 ) 
 
 
 
2 基のグラフ ィ ックカードの取り付け ：  
ステップ 1 ：  16 ページの“1-5 拡張カードのインス トール”

を参考にし 、2 基の同一モデルの SLI-対応グ

ラ フ ィ ッ ク カ ー ド を PCIE_16_1 及 び

PCIE_16_2 スロッ トにインス トールします。  
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ステップ 2 ：  SLI ブリ ッジ (GC-SLICON)を両カード上部の
SLI 金色エッジコネクタに挿入します。ブリ
ッジコネクタ上の 2 つの小型スロッ ト ( メス)
が両カードの SLI 金色エッジコネクタにしっ
かり固定されたことを確認します。  

 

 
ステップ 3 ：  ブリ ッジコネクタを ２つのカードの間に強

く固定するために、マザーボード付属の保
持ブラケッ トを使用し 、ねじで保持ブラケ
ッ ト をシャーシのバックパネルに取り付け
て ください 。  

 
 
 
 
 
 
 

ステップ 4 ：  ディスプレイケーブルを 2 基のグラフ ィ ッ

クカードのうち一方のディスプレイ出力に

接続 し ます 。 デ ィ ス プ レ イ ケ ーブル を

PCIE_16_1 スロッ トのカードに接続する場合、

BIOS 設定の Init Display First を PEG に設定し

て く だ さ い ； デ ィ ス プ レ イ ケ ーブル を

PCIE_16_2 スロッ トのカードに接続する場合、

Init Display First を PEG (Slot2)に設定して くだ

さい 。  
 
 
グラフ ィ ックカードのドライバ設定 
ステップ 1 ：  オペレーテ ィングシステムにグラフ ィ ッ ク

カード ド ライバをインス トールした後、シ

ステムトレイの NVIDIA アイコンを右クリッ

クし 、NVIDIA Display を選択します。NVIDIA
コン トロールパネルが表示されます。  

 
 
ステップ 2 ： サイド メニューより SLI multi-GPU を選択し、

SLI multi-GPUダイアログボックスのEnable SLI 
multi-GPU チェックボックスを選択します。

Apply をクリックし 、システムを再起動しま

す。以上で SLI 設定は完了です。  
 
 
 

ブリッジコネクタのスロッ ト ( メス) 

グラフ ィ ックカード上部

の金色エッジコネクタ  

 

この部分をブ リ ッ ジ

コネク タの上端に固

定して ください。  

保持ブラケッ ト  
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1-7 I/O 後部パネルの紹介後部パネルの紹介後部パネルの紹介後部パネルの紹介 
 

 
 

 PS/2 キーボードおよびキーボードおよびキーボードおよびキーボードおよび PS/2 マウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタ  
PS/2 ポートキーボードとマウスを接続するには、マウスを上部ポート (緑色)に、キー
ボードを下部ポート (紫色)に差し込んでください。  

 パラレルポートパラレルポートパラレルポートパラレルポート  
パラレルポートは 、プリンタ 、スキャナ、および他の周辺装置に接続することがで
きます。  

 SPDIF_I (SPDIF 入力入力入力入力) 
デバイスにデジタル出力機能が装備されている場合のみ、SPDIF 入力機能を使用して
くだ さい 。  

 SPDIF_O (SPDIF 出力出力出力出力) 
SPDIF 出力は、デジタルオーディオを外部スピーカー、または圧縮された AC3 データ

を外部ドルビーデジタルデコーダーに出力することができます。  
 COMA (シリアルポートシリアルポートシリアルポートシリアルポート ) 

シリアルベースのマウス、またはデータ処理デバイスに接続します。  
 LAN ポートポートポートポート 2 

インターネッ ト接続は、Gigabit イーサネッ トであり 、10/100/1000Mbps のデータ転送速

度が提供されます。  
 LAN ポートポートポートポート 1  

イ ン ターネ ッ ト 接続には Gigabit イーサネ ッ ト (PCI Express Gigabit) を採用 し 、

10/100/1000Mbps のデータ転送速度を提供します。  
 USB ポートポートポートポート  

USB コネクタに USB キーボード、マウス、スキャナー、zip 、スピーカーなどを接続
する前に、ご使用になるデバイスが標準の USB インタフェースを装備していること
をご確認ください。またご使用の OS が USB コン トローラをサポート していることも

ご確認ください。ご使用のOSがUSB コン トローラをサポートしていない場合は、OS
ベンダーに利用可能なパッチやドライバの更新についてお問い合わせください 。詳
細はご使用の OS やデバイスのベンダーにお問い合わせください。  

 ライン入力ライン入力ライン入力ライン入力 
CD-ROM やウォークマンなどはライン入力ジャックに接続できます。  

 ライン出力ライン出力ライン出力ライン出力(フロン トスピーカー出力フロン トスピーカー出力フロン トスピーカー出力フロン トスピーカー出力) 
ステレオスピーカー、イヤホーンまたはフロン トサラウンドスピーカーをこのコネ
クタに接続して ください 。  

 マイク入力マイク入力マイク入力マイク入力 
マイクロホンは MIC 入力ジャックに接続します。  

 
GA-K8N Ultra-SLI のみ。 
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 センターセンターセンターセンター/ササササブウーファースピーカー出力ブウーファースピーカー出力ブウーファースピーカー出力ブウーファースピーカー出力 
センター/サブウーファースピーカーをこのコネクタに接続して ください 。  

 リアスピーカー出力リアスピーカー出力リアスピーカー出力リアスピーカー出力 
リアサラウンドスピーカーをこのコネクタに接続します。  

 サイドスピーカー出力サイドスピーカー出力サイドスピーカー出力サイドスピーカー出力 
サイドラウンドスピーカーをこのコネクタに接続します。  

 

 

オーディオソフ トを使用し 、2-/4-/6-/8 チャンネルの音声機能を設定することがで

きます。  
 
1-8 コネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめに 
 

 
 

1) ATX_12V 11) F_AUDIO 
2) ATX (Power Connector) 12) F_PANEL 
3) CPU_FAN 13) CD_IN 
4) SYS_FAN 14) PWR_LED 
5) PWR_FAN 15) IR/ CIR 
6) NB_FAN 16) F_USB1 / F_USB2 / F_USB3 
7) FDD 17) F1_1394 / F2_1394  
8) IDE1 / IDE2 18) CLR_CMOS 
9) S_ATA0/1/2/3_SB 19) BATTERY 
10) SATA0/1/2/3_SII   

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 

注注注注 
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1/2) ATX_12V/ATX (電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ )  
電源コネクタの使用により 、安定した十分な電力をマザーボードのすべてのコンポ

ーネントに供給することができます。電源コネクタを接続する前に、すべてのコン

ポーネント とデバイスが適切に取り付けられていることを確認してくだ さい 。電源

コネクタをマザーボードにしっかり接続して ください 。  
ATX_12V 電源コネクタは、主に CPU に電源を供給します。ATX_12V 電源コネクタが

適切に接続されていない場合、システムは作動しません。  
注意！ 
システムの電圧規格に適合するパワーサプライを使用して ください 。高電力消費

(300W 以上)に耐え得る電源をご使用することをお勧めします。必要な電力を提供で

きないパワーサプライを使用される場合、結果として不安定なシステムまたは起動

ができないシステムになります。  
24 ピンの ATX 電源を使用する場合、電源コードを差し込む前に、マザーボードの電

源コネクタ上の小型カバーを取り除いて ください ；それ以外の場合は取り除かない

で下さい。  
 

 

ピン

番号 
定義 

1 GND 
2 GND 
3 +12V 
4 +12V 

 

ピン

番号 
定義 ピン

番号 
定義 

1 3.3V 13 3.3V 
2 3.3V 14 -12V 
3 GND 15 GND 
4 +5V 16 PS_ON (ソフ トオン /オ

フ ) 
5 GND 17 GND 
6 +5V 18 GND 
7 GND 19 GND 
8 電源装置 20 -5V 
9 5V SB (スタンバイ+5V) 21 +5V 
10 +12V 22 +5V 
11 +12V(24 ピン ATX のみ) 23 +5V(24 ピン ATX のみ) 
12 3.3 V(24 ピン ATX のみ) 24 GND(24 ピン ATX のみ) 
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3/4/5) CPU_FAN / SYS_FAN / PWR_FAN (冷却冷却冷却冷却ファン電源コネクタファン電源コネクタファン電源コネクタファン電源コネクタ ) 
冷却ファン電源コネクタは、3 ピン電源コネクタにより+12V の電圧を供給し 、また

フルプルーフ接続のデザインを採用しています。  
ほとんどのクーラーには、色分けされた電源コネクタワイヤが装備されています。

赤色電源コネクタワイヤは、正極の接続を示し 、+12V 電圧を必要とします。黒色コ

ネクタワイヤは、アース線(GND)です。  
システムのオーバーヒートや故障を防ぐため、必ず、冷却装置に電源を接続して く

ださい。  
注意！ 
CPU のオーバーヒートや故障を防ぐため、必ず、CPU ファンに電源を接続して くだ

さい 。  
 

 
 
 
 
6) NB_FAN (チップファン電源コネクタチップファン電源コネクタチップファン電源コネクタチップファン電源コネクタ ) 

間違った方向に接続すると 、チップフ ァンは動作しません。チップフ ァンの故障の

原因となります。 (通常黒いケーブルは接地用 GND です) 
 

 

ピン

番号 
定義 

1 GND 
2 +12V 
3 Sense 

 

ピン

番号 
定義 

1 +12V 
2 GND 
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7) FDD (FDD コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
FDD コネクタは、FDD ケーブルの接続に使用し、も う一端は FDD ドライブに接続しま

す。対応 FDD ドライブの種類は以下の通りです ： 360KB、720KB、 1.2MB、1.44MB およ

び 2.88MB 赤いライン側のケーブルをピン 1 位置に接続して ください。  
 

 
 
 
 
 
8) IDE1 / IDE2 (IDE コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 

IDE デバイスは IDE コネクタによりコンピュータに接続します。1 つの IDE コネクタに

は 1 本の IDE ケーブルを接続でき、 1 本の IDE ケーブルは 2 台の IDE デバイス(ハード

ドライブや光学式ドライブ)に接続できます。2 台の IDE デバイスを接続する場合は、

一方の IDEデバイスのジャンパをマスターに、も う一方をスレイブに設定します(設定

の情報は、 IDE デバイスの指示を参照ください) 。  
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9) S_ATA0/1/2/3_SB (シリアルシリアルシリアルシリアル SATA 3Gb/s コネクタ 、コネクタ 、コネクタ 、コネクタ 、nForce4 SLI で制御で制御で制御で制御) 
10) SATA0/1/2/3_SII (シリアルシリアルシリアルシリアル SATA コネクタ 、コネクタ 、コネクタ 、コネクタ 、Sil3114 で制御で制御で制御で制御)  

SATA の最大転送速度が 150MB/s であるのに対し 、SATA 3Gb/s は最大 300MB/s の転送速

度を実現します。適切な運用のため、Serial ATA コン トローラの BIOS 設定を参照し、

正しいドライバをインス トールして ください 。  
 

 
 
 
11) F_AUDIO (フロン トオーディオパネルコネクタフロン トオーディオパネルコネクタフロン トオーディオパネルコネクタフロン トオーディオパネルコネクタ ) 

フロン トオーディオコネクタを使用する場合は、5-6 、9-10 番ジャンパーを外す必要

があります。  
フロン トオーディオヘッダーを利用するには、お持ちのシャーシにフロン トオーデ

ィオコネクタが装備されている必要があります。また 、ケーブルのピン配列がマザ

ーボードヘッダーのピン配列と同じであることをご確認 ください。お買い求めのシ

ャーシがフロン トオーディオコネクタを装備しているかどうかは、お買い上げ店に

お確かめ ください 。サウンド再生にはフロン トオーディオコネクタと リアオーディ

オコネクタが同様に使用可能です。  
 

 
GA-K8N Ultra-SLI のみ。 

ピン

番号 
定義 

1 GND 
2 TXP 
3 TXN 
4 GND 
5 RXN 
6 RXP 
7 GND 

ピン

番号 
定義 

1 MIC 
2 GND 
3 MIC_BIAS 
4 電源 
5 フロン トオーデ ィ

オ(R) 
6 リアオーデ ィオ

(R)/リターン R 
7 NC 
8 ピンなし  
9 フロン トオーデ ィ

オ(L) 
10 リアオーデ ィオ

(L)/リターン L 

S_ATA_SB 
(nForce4 SLI により制御) 

SATA_SII 
(Sil3114 により制御) 
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12) F_PANEL (フロフロフロフロン トパネルジャンパン トパネルジャンパン トパネルジャンパン トパネルジャンパ) 
ご使用のケースのフロン トパネルにある電源 LED、PC スピーカー、 リセッ トスイッ

チおよび電源スイッチなどを以下のピン配列にしたがって、F_PANEL に接続します。  
 

 
 
 

HD (IDE ハー ド デ ィ ス ク 動作表示

LED)(青) 
ピン 1 ： LED 正極(+) 
ピン 2 ： LED 負極(-) 

SPEAK (スピーカーコネクタ ) 
(アンバー) 

ピン 1 ：電源 
ピン 2-ピン 3 ：NC 
ピン 4 ：Data (-) 

RES (リセッ トスイッチ) 
(緑) 

オープン ：通常 
シ ョー ト ：ハー ドウェアシステ

ムのリセッ ト  
PW (電源スイッチ) 
(赤) 

オープン ：通常 
ショー ト ：電源オン/オフ 

MSG (メ ッセージ LED/電源/スリープ

LED)(黄色) 
ピン 1 ： LED 正極(+) 
ピン 2 ： LED 負極(-) 

NC (紫) NC 
 
 

メ ッセージ LED/
電源 /ス リープ
LED 

リ セ ッ ト ス

イッチ 

スピーカー

コネクタ 

電源スイッチ 
IDE ハードデ

ィ ス ク 動作

表示 LED 
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13) CD_IN (CD 入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ ) 
CD-ROM または DVD-ROM のオーディオ出力はこのコネクタに接続します。  

 

 
 
 
 
 
14) PWR_LED 

PWR_LED はシステム電源表示ランプに接続してシステムのオン /オフを表示します。

システムがサスペンドモードになると点滅します。  
 

 
 
 

ピン

番号 
定義 

1 MPD+ 
2 MPD- 
3 MPD- 

 

ピン

番号 
定義 

1 CD-L 
2 GND 
3 GND 
4 CD-R 
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15) IR_CIR 
IRデバイスの 1番ピンとコネクタの 1番ピン側が合っているかご確認ください。 IR/CIR
機能を有効にするには、オプシ ョ ンの IR/CIR モジュールを購入する必要があります。

IR 機能のみ使用する場合は、 IR モジュールを 1 番ピンから 5 番ピンに接続して くださ

い。 IR/CIR コネクタの極性にご注意ください。 IR/CIR ケーブルの接続にはピン配列を

ご確認ください 。ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作不能や故

障の原因となります。オプシ ョン装備の IR/CIR ケーブルのお求めには地元の販売店に

お問い合わせください。  
 

 
 
 
16) F_USB1 / F_USB2/ F_USB3 (フロン トフロン トフロン トフロン ト USB コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 

フロン ト USB コネクタの極性にご注意ください。フロン ト USB ケーブルの接続にはピ

ン配列をご確認 ください 。ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作

不能や故障の原因となります。オプシ ョン装備のフロン ト USB ケーブルのお求めに

は地元の販売店にお問い合わせください。  
 

 
 

ピン

番号 
定義 

1 電源 
2 電源 
3 USB DX- 
4 USB Dy- 
5 USB DX+ 
6 USB Dy+ 
7 GND 
8 GND 
9 ピンなし  
10 NC 

ピン

番号 
定義 

1 電源 
2 NC 
3 IRRX 
4 GND 
5 IRTX 
6 NC 
7 CIRRX 
8 +5VSB 
9 CIRTX 
10 NC 
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17) F1_1394 / F2_1394 (IEEE1394 コネクタコネクタコネクタコネクタ )  

電気電子学会で制定されたシリアルインタフ ェース規格で、高速転送、広帯域、お

よびホッ トプラグを特徴としています。 IEEE1394 コネクタの極性にご注意ください。

IEEE1394 ケーブルの接続にはピン配列をご確認ください。ケーブルとコネクタ間での

誤った接続はデバイスの動作不能や故障の原因とな ります 。オプシ ョ ン装備の

IEEE1394 ケーブルのお求めにはトルの販売店にお問い合わせください。 IEEE1394b は

最大 800Mb/S の速度を実現しますが、この速度は特別な IEEE1394b ケーブルの使用時

のみ達成可能です。  

 
 
 
 
18) CLR_CMOS (CMOS クリアクリアクリアクリア ) 

このヘッダにより 、CMOS データをクリアしてデフォルト値に復元できます。CMOS
のクリアには一時的に 1-2 番ピンをシ ョー ト させます。デフォルトではこのヘッダの

不適切な使用を防ぐために、ジャンパーはありません。  
 

 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 

ピン

番号 
定義 

1 TPA0+ 
2 TPA0- 
3 GND 
4 GND 
5 TPB0+ 
6 TPB0- 
7 ピンなし  
8 電源 
9 電源 
10 GND 

 

ピン

番号 
定義 

1 電源 
2 電源 
3 TPA1+ 
4 TPA1- 
5 GND 
6 GND 
7 TPB1+ 
8 TPB1- 
9 電源 
10 電源 
11 TPA2+ 
12 TPA2- 
13 GND 
14 ピンなし  
15 TPB2+ 
16 TPB2- 

オープン ：通常 
 
 

短く ：CMOS クリア  
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19) BATTERY 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 バッテリーの交換を間違えると爆発の危険

があります。  
 メーカー推奨と同一のタイプの物と交換し

て ください 。  
 使用済みバッテリーはメーカーの指示に従

って廃棄して ください。  
 

CMOS 内容を消去するには… 
1. コンピュータをオフにし 、電源コー ド

のプラグを外します。  
2. 電池を静かに外し 、10 分ほど放置しま

す。 (または電池ホルダーのプラス ・ マ

イナスピンを金属片で 1 分間ほどショー

ト させます。 ) 
3. バッテリーを入れなおします。  
4. 電源コードのプラグを差し 、 コ ンピュ

ータをオンにします。  
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第第第第 2 章章章章 BIOS のセットア ップのセットア ップのセットア ップのセットア ップ  
 
BIOS (Basic Input and Output System)には、ユーザが必要とする基本設定を設定可能、または

特定のシステム機能を有効にする CMOS SETUP ユーティリテ ィが含まれています。  
CMOS SETUP は、マザーボードの CMOS SRAM に設定を保存します。  
電源が OFF になると 、マザーボードのバッテリーは必要な電源を CMOS SRAM に供給しま

す。  
電源を ON にし 、BIOS POST (Power-On Self Test)中に<Del>ボタンを押すと 、CMOS SETUP画面

に入ることが出来ます。 “Ctrl+F1”を押すと 、BIOS SETUP 画面に入ることができます。  
初めて BIOS を設定する際、BIOS を元の設定にリセッ トする必要がある場合に備えるため

に、ディスクに現在の BIOS 設定を保存することをお勧めします。新しい BIOS にアップグ

レードする場合は、Gigabyte の Q-Flash、または@BIOS ユーティリテ ィ のどちらかを使用す

ることができます。  
Q-Flashにより 、OS に入ることなく 、ユーザは、高速かつ容易に BIOSの更新、またはバッ

クアップを行うことができます。 @BIOS は、BIOS をアップグレードする前に、DOS への

ブー トを必要とせず 、 イン ターネッ トから BIOS を直接ダウンロー ド /更新できる 、

Windows ベースのユーティリテ ィ です。  
 
 
制御用キー制御用キー制御用キー制御用キー 
<↑><↓><←><→> 選択項目に進む 
<Enter> 項目の選択 
<Esc> メインメニュー－CMOS Status Page Setup Menu と Option Page Setup 

Menu を変更せずに終了－現在のページを終了し 、 メインメニューに

戻る 
<Page Up> 数値を増加または変更 
<Page Down> 数値を減少または変更 
<F1> 一般のヘルプ、Status Page Setup Menu および Option Page Setup Menu の

みを対象 
<F2> 項目のヘルプ 
<F5> CMOS を前の CMOS 設定に戻す、Option Page Setup Menu のみを対象 
<F7> 最適デフォルト値をロード  
<F8> デュアル BIOS /Q-Flash ユーティリテ ィ  
<F9> システム情報 
<F10> CMOS 変更を全て保存、メインメニューのみを対象 

 
メイン メニューメイン メニューメイン メニューメイン メニュー  
ハイライ ト表示された設定機能のオンライン説明がスクリーン下部に表示されます。  
Status Page Setup メニューメニューメニューメニュー/Option Page Setup メニューメニューメニューメニュー 
<F1>を押すとハイライ ト表示された項目に使用可能なキーおよび可能な選択内容が小さ
なウィンドウに表示されます。ヘルプウィンドウを閉じるには<Esc>を押します。  
 
 
 
 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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本章で述べる BIOS 設定は参考用途のみを想定しており 、お手元のマザーボード

の実際の設定とは異なることがあります。  
 
メインメニューメインメニューメインメニューメインメニュー(例例例例 ：：：：BIOS Ver.: GA-K8N Ultra-SLI F2a) 
Award BIOS CMOS セッ トアップユーティリテ ィを起動すると 、画面にメインメニュー(下図

に参照)が表示されます。矢印キーで項目を選び<Enter>を押して決定、またはサブメニュ

ーに進みます。  

 
 

 

必要な設定項目が見当たらない場合は、 “Ctrl+F1”を押して詳細設定を展開して く

ださい 。システムがなんらかの原因で不安定になった場合は BIOS から Load 
Optimized Defaults (最適化デフォルト値のロード )を行って ください。これでシステ

ムは初期の安定した状態に戻ります。  
Standard CMOS Features 
この設定ページには標準互換 BIOS 内の項目全部が含まれています。  
Advanced BIOS Features 
この設定ページには Award 専用拡張機能の項目全部が含まれています。  
Integrated Peripherals 
この設定ページにはオンボードペリフ ェラル項目が全て含まれています。  
Power Management Setup 
この設定ページには節電機能関連項目が全て含まれています。  
PnP/PCI Configuration 
この設定ページには PCI およびプラグアンドプレイ ISA リソースの設定項目が全て含

まれています。  
PC Health Status 
この設定ページは、システムにより自動検出された温度、電圧、 フ ァン速度等を表

示します。  
MB Intelligent Tweaker (M.I.T.) 
この設定ページは CPU クロックおよびクロックレシオを調節するものです。  
Load Optimized Defaults 
Optimized Defaults はシステムが最良の性能で動作する設定値を表示します。  
Set Supervisor Password 
パスワードの変更、設定 、無効化を行います 。 これでシステムおよびセッ トア ッ

プ、またはセッ トアップのみへのアクセスを制限します。  
GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 

注注注注 

注注注注 
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Set User Password 
パスワードの変更、設定、無効化を行います。これでシステムへのアクセスを制限

します。  
Save & Exit Setup 
CMOS 設定値を CMOS に保存し、セッ トアップを終了します。  
Exit Without Saving 
CMOS 設定値を全てキャンセルし、セッ トアップを終了します。  
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2-1 Standard CMOS Features    

 
Date 
日付のフォーマッ トは<曜日>、<月>、<日>、<年>です。  

 Week 日曜から土曜までの曜日は BIOS で設定され、表示用のみです 
 Month 月は 1 月から 12 月までです。  
 Day 日は 1 から 31 (またはその月に存在する日数)までです 
 Year 年は 1999 から 2098 までです 

Time 
時刻のフォーマッ トは<時> <分> <秒>です。時刻は 24 時間制です。例えば午後 1 時は

13:00:00 となります。  
IDE Channel 0 Master/Slave; IDE Channel 1 Master/Slave 

 IDE HDD Auto-Detection 自動デバイス検出を行うため、 “Enter”を押してこのオプシ ョ
ンを選択します。  

 IDE チャンネル 0 マスター/スレーブ ；チャンネル 1 マスター/スレーブデバイス設
定。3 つの方法から 1 つを使用できます ：  

 Auto POST 中に、BIOS が IDE デバイスを自動検出することを可能にしま
す。 (デフォルト値) 

 None IDE デバイスを使用していない場合は、これを選択して ください。
システムは、自動検出手順をスキップし 、より速いシステム起動が
可能となります。  

 Manual ユーザは、手動で正しい設定を入力することができます。  
 Access Mode ハード ドライブのアクセス ・モードを設定します。4 つのオプシ

ョンは以下の通りです。CHS/LBA/Large/Auto (デフォルト ： Auto) 
 Capacity 装着済みのハードドライブ容量。  

ハード ドライブ情報は、 ドライブケースの外側にラベルされています。この情報に
基づき、適切なオプションを入力して ください 。  

 Cylinder シリンダ数 
 Head ヘッド数 
 Precomp ライ ト ・ プ リコンペンセーション  
 Landing Zone ランディングゾーン 
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 Sector セクタ数 
ハードデ ィスクがインス トールされていない場合は NONE を選び、 <Enter>を押しま
す。  
Drive A/ Drive B 
この項目はコンピュータにインストールされたフロッピードライブ A/B のタイプを設

定します。  
 None フロッピードライブはインストールされていません 
 360K, 5.25” 5.25 インチ PC 内蔵標準ドライブ；容量は 360K バイト 。  
 1.2M, 5.25” 5.25 インチ AT タイプ高密度ドライブ ；容量は 1.2M バイト  

(3 モードが有効の場合は 3.5 インチ) 。  
 720K, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 720K バイト  
 1.44M, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 1.44M バイト 。  
 2.88M, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 2.88M バイト 。  

Floppy 3 Mode Support (for Japan Area) 
 Disabled 通常のフロッピードライブ 。 (デフォルト値) 
 Drive A ド ライブ A は 3 モードフロッピードライブです。  
 Drive B ド ライブ B は 3 モードフロッピードライブです。  
 Both ド ライブ A および B は 3 モードフロッピードライブです。  

Halt on 
この項目で電源投入時にエラー検出があった場合に、コンピュータを停止するかど

うかを決定します。  
 No Errors システム起動時にエラー検出があって表示されても 、続行しま

す。  
 All Errors BIOS が重大ではないエラーを検出しても 、システムは停止しま

す。  
 All, But Keyboard システム起動はキーボードエラーでは続行しますが、それ以外の

エラーでは停止します。 (デフォルト値 ) 
 All, But Diskette システム起動はディスクエラーでは続行しますが、それ以外のエ

ラーでは停止します。  
 All, But Disk/Key システム起動はキーボードエラーまたはディスクエラーでは続行

しますが、それ以外のエラーでは停止します。  
 
 



 

K8 nForce4 SLI シリーズマザーボード  - 38 -  
 

日
本
語

日
本
語

日
本
語

日
本
語

 
Ita

lia
no

 
De

ut
sc

h 
Es

pa
ño

l 

2-2 Advanced BIOS Features 

 
 

Hard Disk Boot Priority 
オンボード (またはアドオンカード )の SCSI、RAID 等の起動順序を指定します。  
デバイス選択には<↑>または<↓>を使用し 、 リス ト内は<+>で上方に移動また<->で下

方に移動します。<ESC>を押すとこのメニューを終了します。  
 
First / Second / Third Boot Device 

 Floppy 起動用デバイスの優先順位でフロッピーを指定します。  
 LS120 起動用デバイスの優先順位で LS120 を指定します。  
 Hard Disk 起動用デバイスの優先順位でハードデ ィスクを指定します。  
 CDROM 起動用デバイスの優先順位で CDROM を指定します。  
 ZIP 起動用デバイスの優先順位で ZIP を指定します。  
 USB-FDD 起動用デバイスの優先順位で USB-FDD を指定します。  
 USB-ZIP 起動用デバイスの優先順位で USB-ZIP を指定します。  
 USB-CDROM 起動用デバイスの優先順位で USB-CDROM を指定します。  
 USB-HDD 起動用デバイスの優先順位で USB-HDD を指定します。  
 Legacy LAN 起動用デバイスの優先順位で LAN を指定します。  
 NVIDIA Boot Age 起動用デバイスの優先順位でオンチップ LAN(LAN 2)を指定しま

す。  
 Disabled 起動用デバイスの優先順位で無効を指定します。  

 
Boot Up Floppy Seek 
POST 時に、BIOS はインストールされているフロッピーディスク ドライブが 40 トラ ッ
クであるか、または 80 トラ ックであるかを測定します。360K タイプでは 40 トラ ッ
ク 、720K 、1.2M 及び 1.44M はみな 80 トラ ックです。  

 Enabled BIOS はフロッピーディスク ドライブを検索し 、40 トラ ックまたは
80 トラ ックのどちらであるかを測定します。BIOSは同じ 80 トラ ッ
クである 720K、1.2M 、1.44M ドライブタイプを識別できません。  

 Disabled BIOS はトラック番号でフロッピーディスクタイプを検索しません。
インストールされているドライブが 360K である場合は、警告メッセ
ージが表示されません。(デフォルト値) 
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Password Check 
 System プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システ

ムは起動せず、セッ トアップ画面も表示できません。  
 Setup プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システ

ムは起動しますが、セッ トアップ画面は表示できません。  
(デフォルト値) 

Init Display First 
この機能は、PCI カードと PCI エキスプレス VGA カードをマザーボードへ装着した場

合、ディスプレイの第一の初期化をどちらのカードから行うかを選択します。  
 PCI Slot 初期ディスプレイを優先に PCI VGA カードに設定。  
 PEG 初期ディスプレイを優先に PCI エキスプレス VGA カードに設定(ス

ロッ ト 1) 。 (デフォルト値) 
 PEG (Slot2) 初期ディスプレイを優先に PCI エキスプレス VGA カードに設定(ス

ロッ ト 2)カード 。  
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2-3 Integrated Peripherals 

 
On-Chip IDE Channel 0 

 Enabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを有効にします。
(デフォルト値) 

 Disabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを無効にします。  
On-Chip IDE Channel 1 

 Enabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを有効にします。
(デフォルト値) 

 Disabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを無効にします。  
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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IDE DMA transfer access 
 Enabled IDE DMA 転送アクセスを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled IDE DMA 転送アクセスを無効にします。  

On-Chip MAC Lan (LAN 2) 
 Auto オンチップ LAN 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンチップ LAN 機能を無効にします。  

On-Chip LAN BOOT ROM 
この機能で、オンボード LAN チップのブート ROM を起動するかどうか設定します。  

 Enabled この機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

IDE/SATA RAID function 
 Enabled IDE/SATA RAID 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled IDE/SATA RAID 機能を無効にします。  

IDE Primary Master RAID 
 Enabled 1st マスターチャンネル IDE RAID 機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

IDE Primary Slave RAID 
 Enabled 1st スレーブチャンネル IDE RAID 機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

IDE Secondary Master RAID 
 Enabled 2nd マスターチャンネル IDE RAID 機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

IDE Secondary Slave RAID 
 Enabled 2nd スレーブチャンネル IDE RAID 機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

Serial-ATA 1 (Onboard nVIDIA nForce4 SLI chipset) 
 Enabled シリアル ATA 1 サポートを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled シリアル ATA 1 サポートを無効にします。  

SATA 1 Primary RAID 
 Enabled SATA 1 1st SATA RAID 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

SATA 1 Secondary RAID 
 Enabled SATA 1 2nd SATA RAID 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

Serial-ATA 2 (Onboard nVIDIA nForce4 SLI chipset) 
 Enabled シリアル ATA 2 サポートを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled シリアル ATA 2 サポートを無効にします。  

SATA 2 Primary RAID 
 Enabled SATA 2 1st SATA RAID 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

SATA 2 Secondary RAID 
 Enabled SATA 2 2nd SATA RAID 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  
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IDE Prefetch Mode 
 Enabled IDE Prefetch モードを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled IDE Prefetch モードを無効にします。  

On-Chip USB 
 V1.1+V2.0 USB 1.1 および USB 2.0 コントローラを有効にします。(デフォルト値) 
 V1.1 USB 1.1 コン トローラのみを有効にします 
 Disabled オンチップ USB 機能を無効にします。  

USB Memory Type 
 SHADOW USB メモリタイプを SHADOW に設定します。 (デフォルト値) 
 Base Memory (640K) USB メモリタイプをベースメモリ (640K)に設定します。  

USB Keyboard Support 
 Enabled USB キーボードサポートを有効にします。  
 Disabled USB キーボードサポートを無効にします。 (デフォルト値) 

USB Mouse Support 
 Enabled USB マウスサポートを有効にします。  
 Disabled USB マウスサポートを無効にします。 (デフォルト値) 

AC97 Audio 
 Auto オンボードの AC’97 オーディオ機能を有効にします。(デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

Onboard 1394  
 Enabled IEEE1394 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンボード IEEE1394 機能を無効にします。  

Onboard LAN control (LAN1)  
 Enabled オンボード LAN チップ機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンボード LAN チップ機能を無効にします。  

Onboard LAN Boot ROM  
この機能で、オンボード LAN チップのブート ROM を起動するかどうか設定します。  

 Enabled この機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

SATA RAID-5 Function (Controlled by Sil3114 chip)  
このオプシ ョンにより Sil3114 コントローラのシリアル ATA機能を有効または無効にし

ます。RAID 或いは非 RAID を設定するには、Sil3114 RAID BIOS ユーティ リテ ィに入る必

要があります。 (システム起動時に<Ctrl+S>または<F4>キーを押します)。非 RAID 構成

を設定する場合、RAID BIOS から JBOD モードを選択して ください 。  
 Enabled オンボードシリアル ATA チップを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンボードシリアル ATA チップを無効にします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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Onboard Serial Port 1 
 Auto BIOS は自動的に 1 番ポートアドレスを設定します。  
 3F8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし 、アドレスを 3F8/IRQ4

に設定します。 (デフォルト値) 
 2F8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし 、アドレスを 2F8/IRQ3

に設定します。  
 3E8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし 、アドレスを 3E8/IRQ4

に設定します。  
 2E8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし 、アドレスを 2E8/IRQ3

に設定します。  
 Disabled オンボードシリアルポート 1 番を無効にします。  

Onboard IrDA Port 
 Auto BIOS IrDA のアドレスは自動的に設定されます。  
 3F8/IRQ4 オンボード IrDA ポートを有効にし、ア ドレスを 3F8/IRQ4 に設定し

ます。  
 2F8/IRQ3 オンボード IrDA ポートを有効にし、ア ドレスを 2F8/IRQ3 に設定し

ます。 (デフォルト値) 
 3E8/IRQ4 オンボード IrDA ポートを有効にし、ア ドレスを 3E8/IRQ4 に設定し

ます。  
 2E8/IRQ3 オンボード IrDA ポートを有効にし、ア ドレスを 2E8/IRQ3 に設定し

ます。  
 Disabled オンボード IrDA ポートを無効にします。  

Onboard Parallel Port 
 Disabled オンボード LPT ポートを無効にします。  
 378/IRQ7 オンボード LPT ポートを有効にし、ア ドレスを 378/IRQ7 に設定し

ます。 (デフォルト値) 
 278/IRQ5 オンボード LPT ポートを有効にし、ア ドレスを 278/IRQ5 に設定し

ます。  
 3BC/IRQ7 オンボード LPT ポートを有効にし、ア ドレスを 3BC/IRQ7 に設定し

ます。  
Parallel Port Mode 

 SPP パラレルポートを標準パラレルポートとして使用します。  
(デフォルト値) 

 EPP パラレルポートを拡張パラレルポートとして使用します。  
 ECP パラレルポートを拡張機能ポートとして使用します。  
 ECP+EPP パラレルポートを ECP および EPP モードで使用します。  

ECP Mode Use DMA 
 3 ECP モード使用 DMA を 3 に設定します。 (デフォルト値) 
 1 ECP モード使用 DMA を 1 に設定します。  

CIR Port Address 
 310 CIR ポートアドレスを 310 に設定します。  
 320 CIR ポートアドレスを 320 に設定します。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

CIR Port IRQ 
 5 CIR ポートの IRQ を 5 に設定します。  
 11 CIR ポートの IRQ を 11 に設定します。 (デフォルト値) 
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2-4 Power Management Setup 

 
 

ACPI Suspend Type 
 S1 (POS) ACPI サスペンドの種類を S1/POS (Power On Suspend)に設定します。

(デフォルト値) 
 S3 (STR) ACPI サスペンドの種類を S3/STR (Suspend To RAM)に設定します。  

Soft-Off by Power button 
 Instant-Off 電源ボタンを押すと 、すぐ電源をオフにします。 (デフォルト値) 
 Delay 4 Sec. 電源ボタンを 4 秒以上押し続けると 、電源オフになります。ボタ

ン押す時間が 4 秒間未満の場合、サスペンドモードに入ります。  
PME Event Wake Up 
この機能を使用するには、最低でも 5VSB リードで 1A を供給できる ATX 電源が必要と

なります。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled ウェイクアップイベン ト用の PME を有効にします。  

Modem Ring On 
モデム経由の着信でシステムがサスペンドモードからウェイクアップします。  

 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled モデムリングオン機能を有効にします。  

USB Resume from Suspend 
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enable USB デバイスによるサスペンドモードからのシステムウェイクア

ップを有効にします。  
Power-On by Alarm 
“Power-On by Alarm”項目の設定で、入力した日付/時刻にシステム電源がオンになりま

す。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled アラーム機能を有効にすることで、電源オンにします。  

RTC アラームによる電源オンが有効の場合。  
 Day of Month Alarm: 毎日、1~31 
 Time (hh:mm:ss) Alarm: (0~23):(0~59):(0~59) 
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Power On By Mouse 
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Double Click PS/2 マウスの左ボタンをダブルクリ ックするとシステム電源がオ

ンになります。  
Power On By Keyboard 

 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Keyboard 98 “パワーキー”ボタンがキーボードにある場合は、そのキーを押す

とシステム電源がオンになります。  
 Any KEY キーボードの任意のキーを押すと、システム電源がオンになりま

す。  
AC BACK Function 

 Soft-Off AC 電源が回復すると 、システムは“Off”の状態になります。  
(デフォルト値) 

 Full-On AC 電源が回復すると 、システムは“On”の状態になります。  
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2-5 PnP/PCI Configurations 

 
 

PCI 1 IRQ Assignment 
 Auto PCI 1 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 PCI 1 に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、11、12 、14 、15 を割当てま

す。  
PCI 2 IRQ Assignment 

 Auto PCI 2 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 PCI 2 に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、11、12 、14 、15 を割当てま

す。  
On-board Device IRQ Assign 

 Auto オンボードデバイスへ IRQ を自動的に割当てます。  
(デフォルト値) 

 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 オンボードデバイスに IRQ 3、4 、5、 7 、9 、10 、11 、12 、  
14、15 を割当てます。  

 
On-board Device2 IRQ Assign 

 Auto オンボードデバイス 2 へ IRQ を自動的に割当てます。  
(デフォルト値) 

 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 オンボードデバイス 2に IRQ 3、4 、 5、7 、9 、10、11、12、14、
15 を割当てます。  
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2-6 PC Health Status 

 
 

Current Voltage(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +12V 
 システム電圧状態を自動検出します。  

Current CPU Temperature 
 CPU 温度を自動検出します。  

Current CPU/SYSTEM FAN Speed (RPM) 
 CPU/パクー/システムファン速度状態を自動検出します。  

CPU Warning Temperature 
 60°C / 140°F CPU 温度が 60°C / 140°F でアラームを発します。  
 70°C / 158°F CPU 温度が 70°C / 158°F でアラームを発します。  
 80°C / 176°F CPU 温度が 80°C / 176°F でアラームを発します。  
 90°C / 194°F CPU 温度が 90°C / 194°F でアラームを発します。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

CPU FAN Fail Warning 
 Disabled CPU ファン故障警告機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled CPU ファン故障警告機能を有効にします。  

CPU Smart FAN Control 
 Disabled この機能を無効にします。  
 Enabled この機能が有効な場合、CPU ファンは CPU 温度によって異なる速

度で回転します。ユーザーは必要に応じて Easy Tune によってファ

ン速度を調節できます。 (デフォルト値 ) 
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2-7 MB Intelligent Tweaker (M.I.T.) 

 

 
注意注意注意注意 

間違った使用はシステムの故障の原因となります。パワーユーザーのみ操作して

くだ さい 。  

 
CPU Frequency 

 200~400MHz CPU 周波数を 200MHz から 400MHz に設定します。  
PCIE Clock 

 100~150MHz PCI-E クロックを 100MHz から 150MHz に設定します。  
K8 CPU Clock Ratio 
この設定オプションは CPU検出時に自動的に割り当てられます。CPU レートが変更不

可能な場合、このオプシ ョンは“Locked”と表示されて読取専用になるか、或いは表示

されません。  
Robust Graphics Booster 
より高いパフォーマンスのため VGA グラフ ィ ックカードのバンド幅を強化するオプ
ションを選択します。  

 Auto Robust Graphics Booster を Auto に設定します。 (デフォルト値) 
 Fast Robust Graphics Booster を Fast に設定します。  
 Turbo Robust Graphics Booster を Turbo に設定します。  

CPU Voltage Control 
 CPU コア電圧を 0.800V から 1.750V の範囲で 0.025V ステップ調節できるようにサポ

ートします。 (デフォルト値 ： ノーマル) 
警告：CPU の過電圧状態では、CPU が損傷または CPU 寿命が短くなることがあります。  
Normal CPU Vcore 

 CPU 標準電圧を表示します。  
Chipset core PCI-E voltage 

 Normal 必要に応じてチップセッ ト コア PCI-E 電圧を設定します。
(デフォルト値) 

 +0.1v チップセッ ト コア PCI-E 電圧を 0.1V 増加します。  
 +0.2v チップセッ ト コア PCI-E 電圧を 0.2V 増加します。  
 +0.3v チップセッ ト コア PCI-E 電圧を 0.3V 増加します。  
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HT-Link voltage control 
 Normal HT-Link 電圧を標準に設定します。 (デフォルト値) 
 +0.1V HT-Link 電圧を+0.1V 上げます。  
 +0.2V HT-Link 電圧を+0.2V 上げます。  
 +0.3V HT-Link 電圧を+0.3V 上げます。  

DDR voltage control 
DDR電圧の増加によるシステムのオーバークロックは、 メモリの損傷を生じる恐れが

あります。  
 Normal DDR 電圧を標準に設定します。 (デフォルト値) 
 +0.1V DDR 電圧を+0.1V 上げます。  
 +0.2V DDR 電圧を+0.2V 上げます。  

 
2-8 Load Optimized Defaults 

 
この設定を選択すると 、BIOS の出荷時デフォルト値およびシステムが自動検知するチッ
プセッ ト機能がロードされます。  
 
2-9 Set Supervisor/User Password 

 
この機能を選択すると 、画面中央に以下のメッセージが表示され、パスワード作成のヒ
ン トを提供します。  
最大 8文字のパスワードをキー入力し、<Enter>を押します。パスワードの確認を求められ
ます 。パスワードを再度キー入力し 、 <Enter>を押します 。 <Esc>を押すと設定は中断さ
れ、パスワード入力を中止します。  
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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パスワードを無効にするには、パスワード入力を求められた時点で<Enter>を押します。

“パスワードが無効になりました ”という メ ッセージが表示され、パスワード無効を確認し
ます。パスワードが無効になると、システムが起動し 、いつでもセッ トア ップが可能と

なります。  
BIOS セッ トアッププログラムには異なる 2 つのパスワードが使用できます ：  
SUPERVISOR PASSWORD および USER PASSWORD です。無効にすると 、誰でも BIOS セッ ト

アッププログラム機能が使用できます。有効にすると 、BIOS セットア ッププログラムの
設定欄全てを表示するには管理者パスワード 、基本項目のみ表示するにはユーザーパス
ワードの入力が必要となります。  
詳細 BIOS 機能メニュー内の“Password Check”で“System”を選ぶと 、システム再起動のたびま
たはセッ トアップに入るたびに、パスワード入力が要求されます。  
詳細 BIOS機能メニュー内の“Password Check”で“Setup”を選ぶと 、セッ トア ップに入るときの

みパスワード入力が要求されます。  
 
2-10 Save & Exit Setup 

 
“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存し、セッ ト アップユーティリテ ィ
を終了します。  
“N”を入力すると 、セッ トアップユーティリテ ィに戻ります。  
 
2-11 Exit Without Saving 

 
“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存せずにセットア ップユーティ リテ
ィ を終了します。  
“N”を入力すると 、セッ トアップユーティリテ ィに戻ります。  

GA-K8N Ultra-SLI のみ。  GA-K8N Pro-SLI のみ。 
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第第第第 3 章章章章 ドライバのインス トールドライバのインス トールドライバのインス トールドライバのインス トール 
 

 

下図は、Windows XP で表示されています。  
お買い上げのマザーボードに付属のドライバ CD-タイ トルを CD-ROM ドライブに

入れると 、 ドライバ CD-タイ トルはオートスター ト し 、 インス トールガイドが示

されます。表示されない場合は、 “マイコンピュータ ”中の CD-ROM ド ライブのア

イコンをダブルクリックし 、Setup.exe を実行して ください 。  
 
 
3-1 チップセッ ト ド ライバのインストールチップセッ ト ド ライバのインストールチップセッ ト ド ライバのインストールチップセッ ト ド ライバのインストール 
 
ド ライバ CD が挿入されると 、 “Xpress Install”は自動的にシステムをスキャンし 、インス ト

ール可能なすべてのドライバを表示します。 “Xpress Install”は“Click and Go”テクノロジーに

より 、 ド ライバを自動インス トールします。必要なドライバを選んで“GO”ボタンをク リ

ックして ください 。 “Xpress Install”はインストールを自動的に実行します。  
 

 
 
 

 

ド ライバによってはシステムを自動的に再起動するものがあります。システム再

起動後、“Xpress Install”は他のドライバのインス トールを続行します。  
システムは、 ドライバをインス トール後に自動的にリブートし 、その後、ユーザ

ーは他のアプリケーションをインストールすることができます。  
 

 
注意注意注意注意 

Windows XP オペレーティングシステム環境での USB2.0 ドライバサポートについて

は、Windows Service Pack をご使用くだ さい 。Windows Service Pack インス トール後、

“デバイスマネージャ ”内の“ユニバーサルシリアルバスコン トローラ ”の欄には疑

問符“?”が表示されます。疑問符を取り除きシステムを再起動して く ださい(シス

テムは正しい USB2.0 ドライバを自動検出します) 。  
 
 
 
 
 
 
 

GA-K8N Ultra-SLIのみ。 

注注注注 

注注注注 
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3-2 ソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョン  
このページはGigabyteが開発したすべてのツールおよび幾つかのフリーソフ トウェアを表

示します。インス トールする場合は“intall”をクリックして ください 。  
 

 
 
 
 
 
 
 
3-3 ソフ トウェアのソフ トウェアのソフ トウェアのソフ トウェアの情報情報情報情報 
このページには当 CD タイ トルに収録されているソフ トウェアおよびドライバの一覧が示

されています。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。 



 

 - 53 - ド ライバのインス トール 
 

日
本
語

日
本
語

日
本
語

日
本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

3-4 ハードウェアのハードウェアのハードウェアのハードウェアの情報情報情報情報 
このページには当マザーボード用のデバイス全てが示されています。  
 

 
 
 
 
 
 
 
3-5 当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡 
詳細は最後のページをご覧ください。  
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第第第第 4 章章章章 付録付録付録付録 
4-1 ユニークソフ トウェアユーティリテ ィユニークソフ トウェアユーティリテ ィユニークソフ トウェアユーティリテ ィユニークソフ トウェアユーティリテ ィ  
4-1-1 EasyTune 5 紹介紹介紹介紹介 
 
EasyTune 5 は非常に便利な Windows ベースのシステム性能向上及び管理ユーティリテ ィで 、

以下などのパワフルと使いやすさを持つツールを提供します。1) システム性能向上のた

めのオーバークロック 、2) CPU 及びメモリの特殊な増強のための C.I.A.と M.I.B.、3) CPU 冷

却ファン及びノースブリ ッジチップセッ ト冷却ファンの双方のファン速度をコン トロー

ルする Smart-Fan コン トロール、4) システムステータス監視用の PC health。 (注) 

 
 
ユーザインタフェース概要ユーザインタフェース概要ユーザインタフェース概要ユーザインタフェース概要 
 

 
 

 ボタン/表示 説明 
1. オーバークロック  オーバークロック設定ページに入る  
2. C.I.A./C.I.A.2 および

M.I.B./M.I.B.2 
C.I.A./2 及 M.I.B./2 設定ページに入る  

3. スマートファン  Smart-Fan 設定ページに入る 
4. PC ヘルス PC Health 設定ページに入る 
5. GO 確認及び実行ボタン 
6. “イージーモー ド ”および “ア

ドバンスドモード ” 
簡易及び詳細モードの切り替え 

7. ディスプレイスクリーン CPU 周波数の表示パネル 
8. 機能表示 LED 現在機能ステータスの表示 
9. GIGABYTE ロゴ GIGABYTE Web サイトへアクセス 
10. ヘルプボタン  EasyTune™ 5 のヘルプファイルの表示 
11. 終了または最小化ボタン EasyTune™ 5 ソフ トウェアの終了また

は最小化 
 
 
(注) EasyTune 5 機能は各マザーボードによって異なる場合があります。  
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4-1-2 Xpress Recovery 紹介紹介紹介紹介 

 

Xpress Recovery とはとはとはとは？？？？ 
Xpress Recovery とは、OS パーティシ ョンのリカバリ /リス

ト アに使用されるユーティ リティです 。ハード ドライブ

が正し く動作しない場合、ユーザーはドライブを元の状

態へ戻すことができます。  
 

 
注意注意注意注意 

1. FAT16、FAT32、NTFS フォーマッ ト 対応 
2. IDE1 マスターに接続しなければなりません 
3. 1 つのみの OS にインストール可能です 
4. HPA 対応の IDE ハードディスクを使用する必要があります 
5. 第 1 パーティシ ョンが起動パーティシ ョンとして設定されている必要があり

ます。起動パーティシ ョンがバックアップされた場合、そのサイズを変えな
いで ください 。  

6. Ghost を使用してブートマネージャを NTFS フォーマッ トへ戻す場合、Xpress 
Recovery を使用することをお勧めします。  

 
Xpress Recovery の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
1. CD から起動(BMP モード ) 

BIOS メニューに入り 、 “Advanced BIOS Feature”にて、CD からの起動を設定します。添付

のドライバ CD を CD ドライブへ挿入し、BIOS を保存/終了します。 コンピュータの再

起動時に、 “Boot from CD:”の文字が画面の左下に表示されます。 “Boot from CD:”が表示さ

れた時点で、任意のキーを押し 、 Xpress Recovery へ入ります。  
一度この操作を行った後、次回から Xpress Recovery に入るには、コンピュータの起動

時に F9 を押します。  
 

 

CD からからからから起動 ：起動 ：起動 ：起動 ：  
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2. コンピュータ起動中に F9 を押します。 (テキストモード ) 
 

 
 
 
 
 
 
 
    

 

1. CDから起動して Xpress Recoveryへ入ったことがある場合、その後は F9 により

Xpress Recovery に入ることが可能です。  
2. システムの保存容量およびドライブの読み書き速度が、バックアップ速度に

影響します。  
3. OS 、必要なドライバ 、ソフ トウェアのインス トールが完了した後、直ちに

Xpress Recovery をインストールすることをお勧めします。  
 
 
 

F9 でででで Xpress Recovery
起動起動起動起動 

注注注注 
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1. Execute Backup Utility: 
 B を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、Esc で終了しますで終了しますで終了しますで終了します 

Backup Utility はシステムを自動スキャンし 、ハード ドライブのバックアップイメージ

としてデータをバックアップします。  

 
注意注意注意注意 

システムによっては、コンピュータ起動時に、F9 によって Xpress Recovery に入れ

ないものがあります。この場合は、CD から起動して Xpress Recovery に入って くだ

さい 。  
 
 
2. Execute Restore Utility: 

 このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。  
R を押してシステムを工場デフォルト設定に戻して ください。またはを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して ください。またはを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して ください。またはを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して ください。または Esc をををを

押して終了します。押して終了します。押して終了します。押して終了します。  
バックアップイメージを元の状態へ戻します。  

 
 
3. Remove Backup Image: 

 バックアップイメージの削除。よろしいですかバックアップイメージの削除。よろしいですかバックアップイメージの削除。よろしいですかバックアップイメージの削除。よろしいですか？？？？(Y/N) 
バックアップイメージを削除します。  

 
 
4. Set Password: 

 4-16 文字長文字長文字長文字長のパスワードのパスワードのパスワードのパスワード (a-z またはまたはまたはまたは 0-9)を入力して ください。またはを入力して ください。またはを入力して ください。またはを入力して ください。または Esc をををを

押して終了します。押して終了します。押して終了します。押して終了します。  
ハードディスクデータを保護するため、Xpress Recovery に入る時のパスワードを設定

できます。設定後、次回からシステム起動時に Xpress Recovery へ入るには、パスワー

ドの入力が必要になります。パスワードを削除したい場合、 “Set Password”を選択し

て、 “New Password/Confirm Password”に何も入力せずに“Enter”を押してくだ さい 。パスワ

ード要求は無効になります。  
 
 
5. Exit and Restart: 

終了してコンピュータを再起動します。  
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4-1-3 BIOS のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明 

 

A. Dual BIOS 技術って何技術って何技術って何技術って何？？？？ 
Dual BIOS は、マザーボード上に 2 つのシステム BIOS (ROM)
を持つことを意味します。片方はメイン BIOS で、も う片

方はバックアップ BIOS です。  
通常の状態では、システムはメイン BIOS 上で稼動します。 メイン BIOS が破損またはダメ

ージを受けた場合、システム電源投入時にバックアップ BIOS が自動的に切り替わり動作

します。このため、BIOS になにも発生しなかったかのように 、P C は安定して動作しま

す。  
 
B. Dual BIOS とととと Q-Flash ユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方は？？？？ 
a. コンピュータの電源をオンにし 、パワーオンセルフテス ト (POST)が開始されたら直ち

に<Del>キーを押し 、AWARD BIOS SETUP に入って ください 。そして 、<F8>を押して

FLASH ユーティリテ ィを起動します。  
 

 
 
b. デュアル BIOS/Q-Flash プログラミングユーティ リテ ィ  
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c. Dual BIOS アイテムの説明 ：  
Wide Range Protection: Disable(Default), Enable 
状態 1 ：  
メイン BIOS に故障が発生した場合(ESCD の更新失敗、チェックサムエラーやリセッ トな

ど) 、電源が入り 、オペレーシ ョ ンシステムが読み込まれる直前に、Wide Range Protection
が“Enable”に設定されていると 、P C がバックアップ BIOS から起動します。  
状態 2 ：  
ユーザーがシステムに変更を加えた後、周辺機器カード (SCSI カードや LAN カードなど)の
ROM BIOS がシステム再起動の要求を発した場合、起動 BIOS はバックアップ BIOS へ変更

されます。  
Boot From: Main BIOS(Default), Backup BIOS 
状態 1 ：  

起動する BIOS をメイン BIOS/バックアップ BIOS から選択することできます。  
状態 2 ：  

どちらかの BIOS が利用できないとき 、本アイテム“Boot From: Main BIOS (Default)”は淡色

表示になり変更できません。  
Auto Recovery: Enable(Default), Disable 
2 つの BIOS のどちらかにチェックサムエラーが生じたとき 、エラーでない BIOS が自動的

にエラーの生じた BIOS を回復します。  
(BIOS 設定 ：Power Management Setup (電源管理セッ トアップ )で ACPI Suspend Type (ACPI サス

ペンドの種類)が Suspend to RAM (サスペンドから RAM)のとき 、本項目は自動的に Enable (有
効)になります。 ) 
(BIOS 設定に入りたい場合は、起動画面が表示されたら“Del”キーを押して ください。 ) 
Halt On Error: Disable(Default), Enable 
BIOS にチェックサムエラーが生じたとき 、またはメイン BIOS にワイドレンジ保護エラー

(WIDE RANGE PROTECTION error)が生じたとき 、Halt On Error が Enable に設定されている場合

に、PC はシステム起動時にメッセージが表示され、ユーザーの指示を待つ状態で一時停

止します。  
Auto Recovery の場合 ：Disabled、<or the other key to continue>と表示されます。  
Auto Recovery の場合 ：Enable、<or the other key to Auto Recover>と表示されます。  

Keep DMI Data: Enable(Default), Disable 
有効 ：DMI データは新しい BIOS の書き込みで置き換えられません。 (推奨) 
無効 ：DIMI データは新しい BIOS の書き込みで置き換えられます。  
Copy Main Rom Data to Backup 
(ハングアップ ROMから起動のとき 、バックアップ ROM データからメインへのコピーに変

更されます) 
オートリカバリーメッセージ ：  

BIOS Recovery: Main to Backup 
メイン BIOS が正常に作動し、自動的にバックアップ BIOS を復元します。  

BIOS Recovery: Backup to Main 
バックアップ BIOS が正常に作動し 、自動的にメイン BIOS を復元します。 (このオートリ

カバリーユーティ リテ ィはシステムにより自動設定され、ユーザーによる変更はできま

せん。 ) 
Load Default Settings 
dual BIOS の既定値を読み込みます。  
Save Settings to CMOS 
修正した設定を保存します。  
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方法方法方法方法 1 ：：：：Q-Flash™ユーティ リティユーティ リティユーティ リティユーティ リティ  
Q-Flash™はフラッシュ ROM に組み込まれた BIOS フラッシ

ュユーティ リテ ィです。当ユーティ リテ ィにより 、ユー

ザーが BIOS を更新する際は、ただ BIOS メニューから操

作できます。Q-Flash™により BIOS のフラッシュ操作が DOS や Windows 上のユーティリテ

ィなしで行えます。Q-Flash™は BIOS メニュー内にありますから、オペレーティングシス

テムやその他複雑な操作手順などが不要になります。  
 

 
注意注意注意注意 

BIOS の更新はある程度のリスクを伴うので注意深く行って ください！ユーザー

皆様の BIOS 更新の誤操作に伴うシステムの障害に関しては Gigabyte Technology Co., 
Ltd は責任を負いかねますこと 、 ご容赦ください。  

 
操作の準備 ：操作の準備 ：操作の準備 ：操作の準備 ：  
Q-Flash™により BIOS 更新を始める前に、以下の手順に従って ください。  
 
1. Gigabyte のウェブサイ トから 、ご使用のマザーボード用の最新の BIOS をダウンロード

します。  
2. ダウンロードされた BIOS を展開し 、 フロ ッピーディスクに BIOS ファイル(モデル

名.Fxx という形式、例 ： 8KNXPU.Fba)を保存します。  
3. ご使用の PC を再起動し、Del を押して BIOS メニューに入ります。  
 
以下の BIOS 更新の手順は 2 つのパートに分かれています。  
お持ちのマザーボードがデュアル BIOS 装備の場合は、パートパートパートパート I をご参照ください。  
お持ちのマザーボードが単一の BIOS 装備の場合は、パートパートパートパート II をご参照ください。  
 
パートパートパートパート I ：：：：  
デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS マザーボードでのマザーボードでのマザーボードでのマザーボードでの Q-Flash™を利用して、を利用して、を利用して、を利用して、BIOS を更新。を更新。を更新。を更新。  
Gigabyte製マザーボードにはデュアルBIOS を装備しているものがあります。Q-Flashおよび

デュアル BIOS をサポートするマザーボードでの BIOSの場合、Q-Flash ユーティリテ ィおよ

びデュアル BIOS ユーティリテ ィ は同一画面に表示されます。当セクシ ョンでは Q-Flash ユ

ーティリテ ィの操作方法のみを説明します。  
以下のセクシ ョンでは以下のセクシ ョンでは以下のセクシ ョンでは以下のセクシ ョンでは GA-8KNXP Ultra を参考例として 、を参考例として 、を参考例として 、を参考例として 、BIOS フラッシュ動作で古いバーフラッシュ動作で古いバーフラッシュ動作で古いバーフラッシュ動作で古いバー

ジ ョンから新しいバージョンへの更新方法をご案内します。例えばジ ョンから新しいバージョンへの更新方法をご案内します。例えばジ ョンから新しいバージョンへの更新方法をご案内します。例えばジ ョンから新しいバージョンへの更新方法をご案内します。例えば Fa3 からからからから Fba への更新への更新への更新への更新

というよ うにです。というよ うにです。というよ うにです。というよ うにです。  
 

 

更新前の BIOS フ

ァイルは Fa3 
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Q-Flash™ユーティリテ ィに入る ：ユーティ リテ ィに入る ：ユーティ リテ ィに入る ：ユーティ リテ ィに入る ：  
ステップ 1 ：Q-Flash ユーティリティの使用には、起動画面で Del を押し BIOS メニューに入

って ください 。  

 
 
ステップ 2 ：キーボード上の F8 ボタンを押し 、次に Y キーを押しデュアル BIOS/Q-Flash ユ

ーティリテ ィに入って下さい。  
 
Q-Flash™/デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS ユーティ リテ ィ画面の説明ユーティ リテ ィ画面の説明ユーティ リテ ィ画面の説明ユーティ リテ ィ画面の説明 
Q-Flash/デュアル BIOS ユーティリティ画面は以下の主要コンポーネン トから構成されてい

ます。  
 

 
 
デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS ユーティリテ ィ のタスクメニューユーティリテ ィ のタスクメニューユーティリテ ィ のタスクメニューユーティリテ ィ のタスクメニュー ：：：：  
ここには 8 種のタスクおよび 2 項目で、BIOS の ROM タイプの情報を表示します。タスク

をポイン ト して Enter キーを押すと 、そのタスクが実行されます。  
Q-Flash ユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニュー ：：：：  
4 種のタスクが含まれます。タスクをポイン ト して Enter キーを押すと 、そのタスクが実

行されます。  
アクシ ョンバーアクシ ョンバーアクシ ョンバーアクシ ョンバー ：：：：  
Q-Flash/デュアル BIOS ユーティリティの操作に必要な 4 種の操作名が含まれます。記述さ

れているキーをキーボードから押すことで操作が実行されます。  
 

デ ュ ア ル

BIOS ユー テ

ィ リ テ ィ の

タ ス ク メ ニ

ュー 

Q-Flash™ユー

テ ィ リ テ ィ

用の タ ス ク

メニュー 

デュアル BIOS ユ

ーテ ィ リテ ィバ

ー 

Q-Flash™ ユ ー テ

ィ リ テ ィ タ イ ト

ルバー 

アクシ ョンバー 
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Q-Flash™ユーティリテ ィの使用 ：ユーティリテ ィの使用 ：ユーティリテ ィの使用 ：ユーティリテ ィの使用 ：  
このセクシ ョンでは Q-Flash ユーティ リテ ィを利用して BIOS を更新する方法が説明されて
います。全述の“操作の準備”セクシ ョンで説明されているように 、ご使用のマザーボード
用の BIOS ファイルを保存したフロッピーを用意し 、これをコンピュータに入れる必要が
あります。フロッピーディスクをコンピュータに入れ、Q-Flash ユーティ リテ ィに入った
なら 、以下の手順で BIOS のフラッシュを実行します。  
ステップステップステップステップ ：：：：  
1. キーボードの矢印キーで、Q-Flash メニュー内の“Load Main BIOS from Floppy”をハイライ

ト表示させ、そして Enter ボタンを押します。  
次に、フロッピーディスクにダウンロードされた BIOS ファイルがポップアップボッ
クスに表示されます。  

 

現在の BIOS をバックアップ目的で保存するには、 “Save Main BIOS to Floppy”の項目

を選択して、ステップ 1 から始めます。  
 
2. フラッシュ対象の BIOS ファイルを指定し Enter を押します。  

この例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただ 1 つつつつ
なので、なので、なので、なので、8KNXPU.Fba のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。  

 
BIOS ファイル読み込みが完了すると 、 “Are you sure to update BIOS?”というダイアログボック
スが確認を促します。  

ご使用のマザーボードに合ったBIOS ファイルであることを再度確認して ください。

こ の段階で コ ン

ピ ュ ー タの電源

を オ フ に し た

り 、 リ セ ッ ト し

た り し な い で く

ださい！！ 

注意注意注意注意 

注意注意注意注意 

注注注注 

Enter を押すと 、フロッピーディスクからの BIOS ファイル読み込み状況が表示されます。

フ ロ ッ ピーデ ィ

スク内の BIOS フ

ァイル。  
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3. BIOS 更新を行うには Y キーを押します。  
これで BIOS 更新が始まります。BIOS 更新状況が表示されます。  

 
 
4. BIOS 更新操作が完了したら 、キーボード上の任意のキーを押すと、Q-Flash メニュー

に戻ります。  

 
5. Q-Flashユーティリテ ィを終了するには ESC、次に Y キーを押します。Q-Flash終了後、

コンピュータは自動的に再起動します。  

 
システム再起動後、起動画面上でフラッシュ後の BIOS バージョンが表示されます。  

 

BIOS フラッシュ中にフロッピーディスクを取り出さないで ください。  

注 

バ ッ ク ア ッ プ

BIOS のフラ ッシ

ュ にはステ ッ プ

1-4 を繰り返しま

す。  

更新後 BIOS フ

ァイルは Fba と

なっています。  

注意注意注意注意 
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6. システム再起動後、Del を押して、BIOS メニューに入ります。BIOS メニューから Load 
Fail-Safe Defaults の項目を選び、Enter を押すと BIOS 安全デフォルト値がロードされま
す。通常、システムは BIOS 更新後に、既存のデバイスを皆再検出します。それで
BIOS 更新後は、BIOS デフォルト値をロードしなおすよう強 くお勧めします。  

 
キーボードから Y キーを押して、デフォルト値をロードします。  

7. Save & Exit Setup の項目を選んで、設定を CMOS に保存し BIOS メニューを終了します。  
BIOS メニューを終了すると、システムは再起動します。これで全部の手順は完成です。  

 
キーボードから Y キーを押して、保存して終了して ください 。  

パートパートパートパート II ：：：：  
単一の単一の単一の単一の BIOS のマザーボード上でののマザーボード上でののマザーボード上でののマザーボード上での Q-Flash™ユーティリティ を利用して、ユーティリティ を利用して、ユーティリティ を利用して、ユーティリティ を利用して、BIOS
を更新。を更新。を更新。を更新。  
この部分では単一の BIOS のマザーボードで Q-Flash™ユーティリティ を利用して BIOS を更

新する方法が示されています。  
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Q-Flash™ユーティリテ ィに入るユーティリテ ィに入るユーティリテ ィに入るユーティリテ ィに入る  
Q-Flash BIOS ユーティリテ ィ画面は以下の主要コンポーネントから構成されています。  

 
 
Q-Flash ユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニューユーティ リテ ィ用のタスクメニュー ：：：：  
3 種のタスクが含まれます。タスクをポイン ト して Enter キーを押すと 、そのタスクが実
行されます。  
アクシ ョンバーアクシ ョンバーアクシ ョンバーアクシ ョンバー ：：：：  
Q-Flash ユーティリテ ィの操作に必要な 4 種の操作名が含まれます。記述されているキー
をキーボードから押すことで操作が実行されます。  
Q-Flash™ユーティリテ ィの使用ユーティリテ ィの使用ユーティリテ ィの使用ユーティリテ ィの使用 ：：：：  
このセクシ ョンでは Q-Flash ユーティ リテ ィを利用して BIOS を更新する方法が説明されて
います。全述の“操作の準備”セクシ ョンで説明されているように 、ご使用のマザーボード
用の BIOS ファイルを保存したフロッピーを用意し 、これをコンピュータに入れる必要が
あります。フロッピーディスクをコンピュータに入れ、Q-Flash ユーティ リテ ィに入った
なら 、以下の手順で BIOS のフラッシュを実行します。  
ステップステップステップステップ ：：：：  
1. キーボードの矢印キーで、Q-Flash メニュー内の“Update BIOS from Floppy”をハイライ ト

表示させ、そして Enter ボタンを押します。  
次に、フロッピーディスクにダウンロードされた BIOS ファイルがポップアップボッ
クスに表示されます。  

現在の BIOS をバックアップ目的で保存するには、 “Save BIOS to Floppy”の項目を選
択して、ステップ 1 から始めます。  

2. フラッシュ対象の BIOS ファイルを指定し Enter を押します。  
この例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロードしたファイルはただ 1 つつつつ

なので、なので、なので、なので、8GE800.F4 のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。  

 

Q-Flash™ ユーテ

ィ リ テ ィ用のタ

スクメニュー 

Q-Flash™ユーテ ィ

リテ ィバー 

アクシ ョンバー 

 
注 

ご使用のマザーボードに合った BIOS ファイルであることを再度確認して くださ

い。  

フ ロ ッ ピーデ ィ

スク内の BIOS フ

ァイル。  

この段階でコンピ
ュータの電源をオ
フにした り 、 リセ
ッ ト した り しない
で ください！！ 

注意注意注意注意 

注意注意注意注意 

注意注意注意注意 

BIOS ファイル読み込みが完了すると 、 “ Are you sure to update BIOS?”というダイアログボックスが確認を
促します。  

BIOS フラッシュ中にフロッピーディスクを取り出さないで ください。  
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3. BIOS 更新を行うには Y キーを押します。  
これで BIOS 更新が始まります。BIOS 更新状況が即時表示されます。  

 
 

4. BIOS 更新操作が完了したら 、キーボード上の任意のキーを押すと、Q-Flash メニュー

に戻ります。  

 
 
5. Q-Flashユーティリテ ィを終了するには ESC、次に Y キーを押します。Q-Flash終了後、

コンピュータは自動的に再起動します。  

 
 
システム再起動後、起動画面上でフラッシュ後の BIOS バージョンが表示されます。  
 

 
 
6. システム再起動後、Del を押して BIOS メニューに入り 、BIOS Fail-Safe Defaults (BIOS安全

デフォルト値)をロードして ください。BIOS Fail-Safe Defaults のロード方法はパートパートパートパート I の
ステップ 6-7 をご参照ください。  

 
これで完了ですこれで完了ですこれで完了ですこれで完了です！！！！これでこれでこれでこれで BIOS 更新に成功しました更新に成功しました更新に成功しました更新に成功しました！！！！！！！！

この段階でコンピ

ュー タの電源をオ

フに した り 、 リ セ

ッ ト し た り し ない

で ください！！ 

注意注意注意注意 

更新後 BIOS フ

ァ イルは F4 と

なっています 



 

K8 nForce4 SLI シリーズマザーボード  - 68 -  
 

日
本
語

 
Ita

lia
no

 
De

ut
sc

h 
Es

pa
ño

l 

方法 2 ：@BIOS™ユーティリティ  
DOS スタートアップディスクをお持ちでない場合は、新し

い@BIOS ユーテ ィ リテ ィ を使用することをお勧めます。

@BIOS は、Windows 下での BIOS 更新を可能にします。必要

な@BIOS サーバーを選択し 、BIOS の最新版をダウンロード

して ください 。  
 
図 1 @BIOS ユーティリテ ィをインストール

する 
 図 2 インストール完了、@BIOS を実行する 

 

 

 

   
図 3 @BIOS ユーティリテ ィ   図 4 必要な@BIOS サーバーを選択する 

 

 

 

 
 
1. 方法と手順 ：  

I. インターネッ ト経由で BIOS を更新 ：  
a. “Internet Update”アイコンをクリ ックします。  
b. “Update New BIOS”アイコンをクリ ッ クします。  
c. @BIOS™サーバを選択します。  
d. ご使用のマザーボードの正確なモデル名を選択します。  
e. システムは BIOS のダウンロードと更新を自動的に行います。  

 
II. インターネッ トを経由しないで BIOS を更新 ：  

a. “Internet Update”アイコンはクリックしないで ください 。  
b. “Update New BIOS”アイコンをクリ ッ クします。  
c. ファイルを開ける際には、ダイアログボックスから “All Files”を選びます。  
d. インターネッ トやその他の方法からダウンロードした BIOS の非圧縮ファイル

(例 ：K8NS939.D2)を見出して ください。  
e. 続く指示に従って更新操作を完了させます。  

 

@BIOS を選択して ください 。  

Start/Programs/GIGABYTE/@BIOS
をクリ ックして ください 

“Update New BIOS”アイ

コンをクリ ックします  
“ ” をク リ ッ ク し

て ください 
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III. BIOS の保存 ：  
最初の段階でダイアログボックスに“Save Current BIOS”アイコンが表示されます。これ

は現在使用中のバージョンの BIOS を保存することを意味します。  
 

IV. サポートされているマザーボードおよびフラッシュ ROM の確認 ：  
最初の段階でダイアログボックスに“About this program”アイコンが表示されます。これ

はサポートされるマザーボードとフラッシュ ROM メーカーの確認に役立ちます。  
 
2. 注 ：注 ：注 ：注 ：  

I. 方法 I で、選択すべきマザーボードのモデル名が 2 つ以上表示される場合には、

ご使用のマザーボードのモデル名を再確認して ください 。間違ったモデル名を選

択すると 、システムが起動不能となります。  
II. 方法 II では、BIOS 非圧縮ファイルのマザーボードのモデル名が実際にご使用のマ

ザーボードと一致していることをご確認ください。一致しないと 、 システムは起

動しません。  
III. 方法 I で、必要な BIOS ファイルが@BIOS™サーバ内に見つからない場合は、

Gigabyte ウェブサイ トからダウンロードし 、方法 II で更新して ください 。  
IV. 更新途中に中断すると 、システム起動が不能になる点にご注意ください 。  
V. @BIOS 及び C.O.M. (Corporate Online Management)を同時使用しないで く ださい。  
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4-1-4 シリアルシリアルシリアルシリアル ATA BIOS 設定ユーティ リテ ィ紹介設定ユーティ リテ ィ紹介設定ユーティ リテ ィ紹介設定ユーティ リテ ィ紹介 
RAID レベルレベルレベルレベル 
RAID (Redundant Array of Independent Disks)は 2 台のハードディスクを 1 つの論理ユニッ ト と し

て結合する方法です。このアレイの利点はよりよいパフォーマンスまたはデータエラー

耐性です。エラー耐性はデータの冗長的操作、つまり ドライブの 1 台が故障しても ミラ

ーコピーされたデータが別のドライブに確保されているという形で実現されます。これ

でオペレーテ ィングシステムの起動不能やハングアップなどでのデータ損失を防げま

す。アレイの個々のディスクはメンバーと呼ばれます。各メンバーの設定情報は予備セ

クターに記録され、各メンバーを認識します。デ ィスクアレイを構成するメンバー全体

が、オペレーティングシステムからは 1 つの論理ドライブとして認識されます。  
ハードディスク ドライブは数種の異なる方法で組み合わせられます。 これら異なる方法

は異なる RAID レベルとして言及されます。個々の RAID レベルにより、パフォーマンスレ

ベル、導入コストが異なります。 NVIDIA® nForce4 SLI チップセッ トのサポートする RAID レ

ベルは RAID 0、RAID 1、RAID 0+RAID 1 および JBOD です。  
 
RAID 0 (ストライピング) 
RAID 0 では複数のドライブの間にインタ リーブされたデータのセクタを読み書きしま

す。デ ィスク メンバーのいずれかが故障すると 、アレイ全体に影響します。デ ィスクア

レイ容量は最小メンバー容量をドライブ数と掛けた量となります。ス トライピングのブ

ロックサイズは 4KB から 64KB まで設定できます。RAID 0 ではエラー耐性はサポートされ

ません。  
 
RAID 1 (ミラーリング) 
RAID 1 では複製されたデータが並列して 2 台のドライブに同時に読み書きされます。 ミラ

ー側のドライブが機械的に故障または応答しない場合でも 、残りのド ライブが機能しつ

づけます。アレイ容量は冗長性により 、最小のドライブ容量となります。RAID 1 の設定

ではスペアドライブと呼ばれる予備のドライブが接続されます。このドライブがミラー

対象アレイの部分として 、故障ドライブの代わりに動作します。いずれの RAID 1 ドライ

ブが故障しても 、データ耐性があるので、アレイの他方のドライブがある限りデータア

クセスには支障がありません。  
 
RAID 0+1 (ストライピング+ミラーリング) 
RAID 0+1 は、データス トライピング(RAID 0)の性能とディスク ミラーリング(RAID 1)のフォ

ールト トレランスの組み合わせです。データは複数ドライブに渡ってス トライプされ 、

他のドライブセッ トに複製されます。  
 
JBOD (スパンニング) 
スパンニングディスクアレイは異なる容量のドライブが使用されている際、その容量は

総和となります 。スパンニングではデータは 1 台のドライブが一杯になるまで記録さ

れ、それからアレイ内の次のドライブへと記録されます。デ ィスクメンバーが故障した

場合は、アレイ全体に影響します。 JBOD は本当の意味での RAID ではなく 、データ耐性も

サポートされません。  
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完全な RAID アレイを構築するため、以下ステップに従って ください ：  
1) RAID 構築用のハードドライブを準備します。  

注 ：最良のパフォーマンスを得るため、ハード ドライブは同様のタイプおよび容量
のものを使用することをお勧めします。  

2) ハードドライブのコネクタを 、 IDE、SCSI、SATA 等、マザーボードの上の適切な場所
に接続します。  

3) マザーボードの BIOS に入り 、RAID設定を指定します(Integrated Peripheralsのセクシ ョン
を参照して ください) 。  

4) BIOS の RAID 設定に入り 、RAID タイプを選択します(例、F10 を押して、NVIDIA RAID を
選択 ；Ctrl+S を押して、Silicon Image を選択)。  

5) ド ライバのインス トールを実行して ください 。  
6) RAID ユーティリテ ィのインス トールを実行して ください。  
ステップ4及び5の詳細情報が提供されています。 (詳細な設定情報については、Webサイ
ト http:\\www.gigabyte.com.twの“Support\Motherboard\Technology Guide section”にて必要な情報を参
照またはダウンロードして ください。 ) 
 
Nvidia RAID BIOS の設定の設定の設定の設定 
NVRAID BIOS setupは、RAIDアレイの種類やアレイの一部として使用されるハード ドライブ

を指定します。  
 
RAID BIOS セッ トアップの起動セッ トアップの起動セッ トアップの起動セッ トアップの起動 
1. コンピュータの起動後、RAID ソフトウェアが F10 を押すようにプロンプ トを表示する

のを待ちます。RAID プロンプ トは、システム POSTの一部として表現され、OS ロード

以前の起動プロセスです。ウィンドウが消える前に、F10 を押す時間が何秒間かあり

ます。  

 
 
F10を押します。  
NVIDIA RAID ユーティリテ ィ－Define a New Array ウィンドウが現れます(下図参照)。 
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“Define a New Array”ウィンドウの使用ウィンドウの使用ウィンドウの使用ウィンドウの使用 
必要に応じてタブキーを使用してフ ィールドを移動し 、必要なフ ィ ールドをハイライ ト

させます。  
RAID モードのモードのモードのモードの選択選択選択選択 
デフォル トでは 、 ミ ラーリングに設定されています 。その他RAIDモードへ変更するに

は、RAID Modeボックスに必要とするモード (Mirroring、Striping、SpanningまたはStripe Mirroring)
が現れるまで下矢印キーを押します。  
ストライピングブロックサイズのストライピングブロックサイズのストライピングブロックサイズのストライピングブロックサイズの設定設定設定設定 
ス トライピングブロックサイズはキロバイ トで指定され、データのディスク上での配置

に影響します。最良であるデフォルト64KBをお勧めしますが、値は4KBから128KBまで設

定できます。  
ディスクの指定ディスクの指定ディスクの指定ディスクの指定 
RAID設定BIOS セッ トアップページで有効にされたディスクが Free Disks ブロックに表示さ

れます。これらは RAID アレイディスクに使用可能なドライブです。RAID アレイディスク

用のフリーディスクを指定するには、  
1. タブにより Free Disks セクシ ョンを選択します。  
2. 右矢印キー(→)により 、これを Free Disks ブロックから Array Disks ブロックへ移動しま

す。最初のディスクは移動し 、 リス トの次のディスクが選択され、移動可能な状態

になります。  
3. RAID アレイディスクとして使用したい全ディスクが Array Disks に現れるまで、右矢印

キー(→)を続けて押します。  
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RAID BIOS Setup の完了の完了の完了の完了 
RAIDアレイデ ィスクの指定後、F7を押します 。Clear disk dataプロンプ トが表示されま

す。  
 

 
 
RAID アレイから全てのデータを消去したい場合は Y を押し 、そうでなければ N を押しま

す。 ドライバが以前 RAID ドライバとして使われていた場合には、 Yes を選択して くださ

い。Array List ウィンドウが表示され、設定した RAID アレイを確認できます。  
アレイから OS を起動したい場合、デ ィスクアレイを起動デバイスとして指定可能です。

矢印キーによりアレイを選択し 、 B を押してアレイを起動可能に設定します。  
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Enter を押して詳細を確認します。 Array Detail 画面が表示されます。  
Array Detail画面は、使用中ストライピングブロック 、RAIDモード 、 ストライピング幅、デ

ィスクモデル名、ディスク容量等、選択したアレイの各種情報を表示します。  
 

 
 
ディスクを空にして全内容を消去したい場合、C を押します。  
プロンプ トにて、全データを消去する場合は Y を押し 、そうでなければ N を押します。  
Enter を再度押して前のスクリーンへ戻り 、Ctrl+X を押して RAID セッ トア ップを終了しま

す。  
 
RAID BIOS により RAID が設定されました。次のステップは、Windows でのドライバの設定/
ロードです。  
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RAID ドライバのインス トールドライバのインス トールドライバのインス トールドライバのインス トール  
オペレーティングシステムを Serial ATA ハードディスクにインス トールするには、OS イン
ストール時に SATA コン トローラドライバインストールする必要があります。 ドライバが
ないと 、Windows のセッ トア ップ過程でハードデ ィスクは認識されません。先ず、SATA
コン トローラ用ドライバをマザーボードのドライバ CD-ROMからフロッピーディスクにコ
ピーします。 ドライバを MS-DOS モード (注 1)でコピーする方法については、以下の指示を
参照ください。CD-ROM 対応のスタートアップディスクと 、空白のフォーマッ ト済みディ
スクを用意して ください 。  
 
ステップ 1 ：準備したスタートアップディスクとマザーボードのドライバ CD-ROM をシス
テムに挿入して ください 。スタートア ップディスクから起動します。 A:\>プロンプ トが表
示されたら 、CD-ROM ドライブ(例： D :\>)に変更します。D:>プロンプトで 、以下の 2 つのコ
マンドを入力します。各コマンド後に ENTER を押します(図 1) ：  
 
cd bootdrv 
menu 
 
ステップ 2 ： コン トローラメニュー(図 2)が現れたら、スター トアップディスクを取り出
し 、空白のフォーマッ トデ ィスクを挿入します。 メニューより対応する文字を押してコ
ン トローラのドライバを選択します(注 2) 。システムは自動的に解凍処理を行い、選択した
ドライバファイルをフロッピーディスクに転送します。完了したら 0 を押して終了しま
す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1  図2 
 
ステップ 3 ：ステップの完了後、Windows インストールディスクから起動し 、RAID ドライ
バをインス トールして ください 。 “ Press F6 if you need to install a third party SCSI or RAID driver”メ
ッセージが表示されたら 、直ちに F6 を押し 、フロッピーディスクで Serial ATA コン トロー
ラ ドライバを提供します。画面の指示に従ってインス トールを完了して ください 。  
 
(新しいハードドライブを RAID アレイに加えるたびに、そのハードドライブを使用するた
めに、RAID ドライバをWindows上にインストールしなければなりません。その後、 ドライ
ブは不要となります。 ) 
 

 

(注 1) ：スター トアップディスクなしのユーザー向け。  
代わりのシステムを使用し 、GIGABYTE マザーボード ドライブ CD-ROM を挿入して
くだ さい 。CD-ROM ドライブ(例 ： D:\)のBootDrv フォルダで MENU.exeファイルをダ
ブルクリックします。図 2 と類似したコマンドプロンプ トウ ィン ドウが表示され
ます。  
(注 2) ：オペレーティングシステムを Sil3114 コン トローラ上の SATA ハードディ
スクにインス トールする場合、Sil3114 Raid5 項目を選択する必要があります。
Sil3114 SATA RAID 設定の詳細情報については、付属の Sil3114 SATA RAID (RAID 5)機
能マニュアルを参照ください。  

 
 

GA-K8N Ultra-SLI のみ。 

注注注注 
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4-1-5 2-/4-/6-/8-チャンネルオーディオチャンネルオーディオチャンネルオーディオチャンネルオーディオ機能紹介機能紹介機能紹介機能紹介 
 
 
 

オーディオコネクタのオーディオコネクタのオーディオコネクタのオーディオコネクタの紹介 ：紹介 ：紹介 ：紹介 ：  
CD-ROM/DVD-ROM、walkman 或いはその他のオ
ーディオ入力をライン入力へ接続できます。  
フロン トチャンネルやイヤーフォンをライン
出力(フロン トスピーカー出力)に接続できま
す。  
マイクロフォンをマイク入力に接続します。  
センター /サブウーファーチャンネルをセンタ
ー/サブウーファースピーカー出力に接続しま
す。  
リアチャンネルをリアスピーカー出力に接
続します。  
サイドチャンネルをサイドスピーカー出力に接続します。  
オーディオソフ トウェアのインストールはとても簡単です。手続きに従って機能をイン

ストールします。 (以下の図は Windows XP のものです) 
 
ステレオスピーカーステレオスピーカーステレオスピーカーステレオスピーカー接続接続接続接続およびおよびおよびおよび設定 ：設定 ：設定 ：設定 ：  
ステレオ出力を利用する場合、最良のサウンド効果を得るにはアンプ付きスピーカーの

使用をお勧めします。  
ステップ 1 ：  
ステレオスピーカーまたはヘッドホンを “ラ
イン出力”に接続します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバを手順に従ってインス トー

ルすると 、 タスクバーの右下にサウンドイフ

ェ ク ト   アイコンが表示されます。アイ

コンをクリ ックして機能を選びます。  
 
 
 
 
 
 
 

ライン出力 

ライン入力 
 

ライン出力 
(フロン トスピーカー出力) 

マイク入力 

セン ター /サブウーフ

ァースピーカー出力 
 

リアスピーカー出力 

サイドスピ  
ーカー出力 
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ステップ 3 ：  
“スピーカー設定”をク リ ッ ク し 、 左側の選

択バーをクリ ック して 、 “2 チャンネルスピ

ーカー”を選び、2 チャンネルオーディオ設

定を完了させます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 チャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップ  
 
ステップ 1 ：  
フロン トチャンネルは“フロン トスピーカー

出力”に、 リアチャンネルは“リアスピーカ

ー出力”に接続します。  
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバを手順に従ってインス ト

ールすると 、 タスクバーの右下にサウンド

イ フ ェ ク ト   アイ コンが表示されま

す。アイコンをク リ ッ ク して機能を選びま

す。  
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“スピーカー設定”をク リ ッ ク し 、 左側の選

択バーをクリ ック して 、 “4 チャンネルスピ

ーカー”を選び、4 チャンネルオーディオ設

定を完了させます。  
 
 

 

フロン トスピ

ーカー出力 

リ ア ス ピ ー

カー出力 
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6 チャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップ  
 
ステップ 1 ：  
フロン トチャンネルを“フロン ト スピーカー

出力”に、 リアチャンネルを “ リアスピーカ

ー出力”に、センター /サブウーファーチャ

ンネルを “センター /サブウーファースピー

カー出力”に接続します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバを手順に従ってインス ト

ールすると 、 タスクバーの右下にサウンド

イ フ ェ ク ト   アイ コンが表示されま

す。アイコンをク リ ッ ク して機能を選びま

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“スピーカー設定”をクリ ック し 、 左側の選択

バーをクリックして 、 “6 チャンネルスピーカ

ー”を選び、6 チャンネルオーディオ設定を完

了させます。  
 
 
 
 
 

 

センター /サブ

ウーフ ァース

ピーカー出力 
リ ア ス ピー カ

ー出力 

フ ロ ン ト ス ピ

ーカー出力 
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8 チャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップ  
 
ステップ 1 ：  
フロン トチャンネルを“フロン ト スピーカー

出力”に、 リアチャンネルを “ リアスピーカ

ー出力”に、センター /サブウーファーチャ

ンネルを “センター /サブウーファースピー

カー出力”に、サイ ドチャンネルを “サイ ド

スピーカー出力”に接続します。  
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバを手順に従ってインス ト

ールすると 、 タスクバーの右下にサウンド

イ フ ェ ク ト   アイ コンが表示されま

す。アイコンをク リ ッ ク して機能を選びま

す。  
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“スピーカー設定”をクリ ック し 、 左側の選択

バーをクリックして 、 “8 チャンネルスピーカ

ー”を選び、8 チャンネルオーディオ設定を完

了させます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サウンド効果の設定 ：  
サウンド効果メニューで 、お望みのサウン

ド設定項目が調整可能です。  
 
 
 
 

センター /サブウ

ーフ ァースピー

カー出力 
リ ア ス ピー カ

ー出力 

フ ロ ン ト ス ピ

ーカー出力 

サイ ド ス ピー

カー出力 
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Jack-Sensing 紹介紹介紹介紹介 
 
Jack-Sensing はオーディオコネクタにエラー検知機能を付与しています。  
 

 

Windows 2000 環境で Jack-Sensing 機能を有効にするには、まず Microsoft DirectX8.1 ま

たはそれ以降のバージョンをインストールして ください。  
 
Jack-Sensingは 2部分から構成されています ：自動とマニュアルです。以下は 2 チャンネル

を例としています(以下の図は Windows XP のものです) ：  
 
 
 
 
 
オーディオコネクタのオーディオコネクタのオーディオコネクタのオーディオコネクタの紹介紹介紹介紹介 
CDROM 、ウォークマンやその他オーディ

オ入力デバイスをライン入力ジャックに 、

スピーカー、ヘッ ドホンその他オーディ

オ出力デバイスをライン出力ジャックに 、

マイクはマイク入力ジャ ックに接続しま

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自動検知 ：自動検知 ：自動検知 ：自動検知 ：  
デバイスを上記の正しい組合せで接続し

ます。デバイスを正し く接続した場合、

ウィンドウにも正し く図示されます。  
3D オーディオ入力が存在する時のみ 3D オ

ーディオ機能が表示される点にご注意 く

ださい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注注注注 

ライン入力 

フロン トスピーカー 

マイク入力 

オーディオコネクタ 
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コネク タへの接続に誤りがある場合、

右図の様に警告メ ッセージが表示され

ます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル設定 ：設定 ：設定 ：設定 ：  
デバイスの図が設定と異なる場合は、

“Manual Selection”を押して設定してくだ さ

い。  
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4-2 ト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィング 
下記は一般に尋ねられる質問を集めています。特定のモデルのマザーボードに関する一
般的な質問については、www.gigabyte.com.tw にアクセスして ください。  
 
問 1 ：BIOS 更新後、以前の BIOS で表示されていたオプシ ョンのいくつかが表示されませ
ん。なぜですか？ 
答：詳細オプションのいくつかは新たな BIOS バージョンでは非表示となっています。BIOS
メニュー表示後、Ctrl と F1 キーを同時に押すと、これらのオプションが表示されます。  
 
問 2 ： コンピュータをオフにしてもキーボードや光学マウスのランプが消えないのはなぜ
ですか？ 
答 ：ボードによっては、コンピュータをシャッ トダウンしてもスタンバイ用の微小電流
が存在しますので、ランプがついた状態になります。  
 
問 3 ：CMOS のクリア方法は？ 
答 ：ご使用のボードに CMOS クリア用ジャンパーがある場合は、マニュアル中の CMOS の
クリア方法をご参照ください 。お持ちのボードにそのようなジャンパーがない場合は、
オンボードの電池を外してボード電圧を放電させることで CMOS がクリアできます。以
下のステップをご参照ください ：  

ステップ ：  
1. 電源をオフにします。  
2. マザーボードから電源コードを外します。  
3. 電池を静かに外し 、10 分ほど放置します(または電池ホルダーのプラス ・マイナ

スピンを金属片で 1 分間ほどショートさせます) 。  
4. 電池を電池ホルダーに戻します。  
5. マザーボードに電源コードをつなぎ、電源をオンにします。  
6. Del を押して、BIOS に入り 、Fail-Safe Defaults をロードします。 (または最適デフォ

ルト値のロード ) 。  
7. 設定を保存し 、システムを再起動します。  

 
問 4 ：スピーカー音量を最大にしても小さな音しか出ないのはなぜですか？ 
答 ：ご使用のスピーカーがアンプ内蔵かどうかご確認 ください。アンプ内蔵でない場
合、電源/アンプ付きスピーカーに取り替えてお試し ください 。  
 
問 5 ：システム起動後、コンピュータから断続的にビープ音が聞こえることがあります。
このビープ音にはどんな意味がありますか？ 
答 ：下記のビープ音コードはコンピュータに生じている問題を判別するのに役立つでし
ょ う 。ただし 、これらは参照用のみです。状況は実際のケースにより異なります。  
 
→AMI BIOS ビープコード  
* システム起動に成功した場合はコンピュ
ータは短くピッと鳴ります。 
* ビープコード 8 以外は、通常起動不能とな
ります。 

ビープ音 1 回リフレッシュエラー  
ビープ音 2 回パリテ ィーエラー 
ビープ音 3 回ベース 64K メモリエラー 
ビープ音 4 回タイマーエラー 
ビープ音 5 回プロセッサエラー 
ビープ音 6 回 8042－ゲート A20 エラー 
ビープ音 7 回プロセッサ割り込み除外エ
ラー 
ビープ音 8 回ディスプレイメモリリード
/ライ トエラー 
ビープ音 9 回 ROM チェックサムエラー 
ビープ音 10回CMOS シャッ トダウンレジ
スタリード /ライ トエラー 
ビープ音 11 回キャッシュメモリエラー 

→ AWARD BIOS ビープコード 
短く 1 回 ：システム起動成功 
短く 2 回 ：CMOS 設定エラー 
長く 1 回短く 1 回 ：DRAM またはマザー
ボードエラー 
長く 1 回短く 2 回 ：モニタまたはディス
プレイカードエラー 
長く 1 回短く 3 回 ：キーボードエラー 
長く 1 回短く 9 回 ：BIOS ROM エラー 
連続した長いビープ音 ：DRAM エラー 
連続した短いビープ音 ：電源エラー 
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当社当社当社当社へのへのへのへの御連絡御連絡御連絡御連絡 
 
 

 
•••• Taiwan (Headquarters) 
GIGA-BYTE TECHNOLOGY CO., LTD. 
Address: No.6, Bau Chiang Road, Hsin-Tien, Taipei 231, 
Taiwan  
TEL: +886-2-8912-4888 
FAX: +886-2-8912-4003 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address (English): http://www.gigabyte.com.tw 
WEB address (Chinese): http://chinese.giga-byte.com 
••••U.S.A. 
G.B.T. INC. 
TEL: +1-626-854-9338 
FAX: +1-626-854-9339 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.com 
•••• Germany 
G.B.T. TECHNOLOGY TRADING GMBH 
TEL: +49-40-2533040 (Sales) 

+49-1803-428468 (Tech.) 
FAX: +49-40-25492343 (Sales) 

+49-1803-428329 (Tech.) 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.de 

 
•••• Japan 
NIPPON GIGA-BYTE CORPORATION 
WEB address : http://www.gigabyte.co.jp 
•••• Singapore 
GIGA-BYTE SINGAPORE PTE. LTD. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address: http://www.gigabyte.com.sg 
•••• U.K. 
G.B.T. TECH. CO., LTD. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://uk.giga-byte.com 
•••• The Netherlands 
GIGA-BYTE TECHNOLOGY B.V. 
TEL: +31-40-290-2088 
NL Tech.Support: 0900-GIGABYTE (0900-44422983) 
BE Tech.Support: 0900-84034 
FAX: +31-40-290-2089 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.nl 
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•••• China 
NINGBO G.B.T. TECH. TRADING CO., LTD. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.com.cn 
Shanghai 
TEL: +86-021-63410999 
FAX: +86-021-63410100 
Beijing 
TEL: +86-10-62102838 
FAX: +86-10-62102848 
Wuhan 
TEL: +86-27-87851061 
FAX: +86-27-87851330 
GuangZhou 
TEL: +86-20-87586074 
FAX: +86-20-85517843 
Chengdu 
TEL: +86-28-85236930 
FAX: +86-28-85256822 
Xian 
TEL: +86-29-85531943 
FAX: +86-29-85539821 
Shenyang 
TEL: +86-24-23960918 
FAX: +86-24-23960918-809 
•••• Australia 
GIGABYTE TECHNOLOGY PTY. LTD. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.com.au 
•••• France 
GIGABYTE TECHNOLOGY FRANCE S.A.R.L. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.fr 

•••• Russia 
Moscow Representative Office Of GIGA-BYTE Technology 
Co., Ltd. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.ru 
•••• Poland 
Office of GIGA-BYTE TECHNOLOGY Co., Ltd. in POLAND 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.pl 
•••• Serbia & Montenegro 
Representative Office Of GIGA-BYTE Technology Co., Ltd. 
In SERBIA & MONTENEGRO 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address: http://www.gigabyte.co.yu 
•••• Czech Republic 
Representative Office Of GIGA-BYTE Technology Co., Ltd. 
In CZECH REPUBLIC 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address: http://www.gigabyte.cz 
•••• Romania 
Representative Office Of GIGA-BYTE Technology Co., Ltd. 
In Romania 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address: http://www.gigabyte.com.ro 
 
 


